
資料10－1  

ミクロブタニノ｝（案）   

今般の残留基準の検討については、食品中の農薬等のポジティブリスト制度導入時に新た  
に設定された還御直（いわゆる暫定基準）の見直しについて食品安全委員会に軍いて食品健  

康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の  
報告を取りまとめるものである。  

2．適用の範裾及び使用方法   
本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。   

（1）国内での康用方法  

①10％ミグロブタ‾ル水和剤   
本剤の  ミクロフタニかを  
使用   含む農薬の  

作物名   適用  希釈倍数  ユOa当り  使用時期   使用 回数          病害虫名  （倍）  使用液量  方法  総使用回数   

いちじく   さび病   4回  収穫前日まで   以内   4回以内   

もも   200P   
灰星病  

おうとう   収穫3日前まで 

黒星病  
なし  収穫14日前まで  

赤星病   
3回  

200一－700L  

3匡l以内  

以内  

りんご   
赤星病  
うどんこ病  

斑点落葉病  3000  

うどんこ病   
鹿種7日前まで   

かき  
5回以内  

以内  

ねぎ  
2000  

らっきよう  3回  

さび病  
わけぎ   以内  

あさつき   収穣14日前まで  

すすかび病  
なす  

うどんこ病  4回  4巨‡以内   

ピーマン  以内  

とうがらし類   
6000～  

メロン   
8000   

いちご  150へ′300L  
4000′－  散布  

さやえんどう  8000   

うどんこ病       実えんどう  
未成熟ささげ  4000  

すいか  5垣】  5回以内  

きゆうり  4000～  以内 

8000  
かぼちゃ  

3回以内  

根株養成期  

ぎぼうし   さび病  20bo   但し、  

収穫90日前まで  2回  2回以内  

網もち病  1000   
以内  

茶  200一－400L  摘採14日前まで   炭症病  
もち病   

1．概要  

（1）品目名‥ミクロブタニル帥clobutanil（ISO）］   

（2）用途：殺菌剤   

トリアゾール系殺菌剤である0菌類の細胞膜を構成する主要成分であるエルゴステロ  

」ルの生合成を阻害することにより菌類の生育を阻害すると考えられている。  

（3）化学名：   

27rChlorophenyl－2－（1H，1・2・4－triazol十ylmethyl）hexanenitrile（IUPAC）   

α－buty卜α－（4－Chlorophenylト1伊－1・2，4－triazole十propanenitrile（CAS）  

（4）構造式及び物性  

十三モ忘こ  

分子式 C15H17CIN4  

分子量 288．78  

水溶解度142mg／L（22℃）  

分配係数lo岳ユ。Pow＝1．98（22℃）  

（メーカー提出資料より）  
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茎葉さび病  

ブラックベリー  赤さび病  1．25～2．50ヱ／A   収穫前日払 

ラズベリー  うどんこ病  再散布は10～14日由隔  

黄さび病  

フサスダリ  、うどんこ病  
収程前日まで  

発疹さび病   
開花前、全開花及び全開   

花2週間後 

収穫前日まで  

炭症病  50Z／A  

グーズベリー  
間鱒  

ラどんこ病  
収律前日まで  

発疹さび病  
開花前、全開花及び全開  

花2週間後 

菓枯病  再散布する場合14～21′日   

いちご   斑点病  2．5～50Z／Å  間隔  合計300写／A以内   

うどんこ病  収穫前日まで 

炭疫病  

黒斑病  3～50 
収穫14日前まで   

ぶどう  合計1、51b／A以内  

うどんこ病   収穫21日申まで   

ペパーミント  ′ うどんこ病   
4～50Z／A   

収穫30日前まで 

スペアミント   さび病  （散布間隔14～21日）   
合計150Z／A以内  

灰星病  

アンズ  うどんこ病  敬司  

点穴病   

灰星病  
おうとう  

うどんこ病  

斑点病  

灰星病  

2・声～60Z／A   収穫前日まで   合計3．251b／A以内   

点大病  

もも   灰星病  

うどんこ病  

すもも  
さび病  

合計2，751や／Å以内   

アスパラガス   さび病   50Z／A   合計200Z／A以内   

うり科野菜  合計1．51b／A以内  

さび病 
4～50Z／A  

収穫30日前まで  
さヤ豆   

さや枯病  

トマト   2．5′－40ヱ／A   
合計1．2畠1b／A以内  

レタス（結球）  

レタス（非結  50Z／A   収穫3日前まで   

球）  うどんこ病  

アサティチョ   
40Z／A 収穫3日前まで   合計240Z／A以内  

ーク  

②25％ミクロブタニル乳剤   
本剤の  ミクロブタニルを  

作物名  適用－ 病害虫名  希釈倍数 鹿）  10a当り 使用液量  使用時期   使用 回 
使用    含む農薬の  

・数  方法    総使用回数   

にんにく  さび病  4000   
収穫3日前まで  

ねぎ   150′－300L   収穫14日前まで  3回  

5000  以内   
3匝Ⅰ以内  

いちご  
うどんこ病  

ふき  4000  収穫7日前まで  

200■一、ノ300L  収穫14日前まで   
布  

食用ぎく  

しそ（葦穂）  2回  

3000  以内  
2回以内  

しそ さび  
鱒穣14日前まで   

食用金魚草 

30bo25％モクロブタニル・0／010％フェンプロパトリシ液剤   

希釈   使用   使 用    使用  適用  
作物名 病害虫名  倍数  時期  回 数     方法   

事  総使用回数 

3回  

以内  
3匡l以内  

トマト  アブラムシ類 

うどんこ病   5回  

きゆうり   収痍  以申 
5匡l以内  

原液   前戸  
3回  

散布  

いちご   ノ、ダニ類  まで  
以内  

3回以内   

うどんこ病  

コナジラ芋類  4回  

なす  う・どんこ病  以内  
5回以内   

（2巨海外での使用方汝  

（米国）40％水和剤   

適用 使用量   使用   使 用   使用  
作物名   病害虫名  時期   回 数   方法   

花障宰   
3回以内 

点穴病  5ん80Z／A ア一考シド 収穫90日前まで   （合計1．51b扇／A）  
さび病  

（1回に仇61bai／A以内）   
炭症病  
うどんこ病  5～100之／A   

りん．ご  さび病  5～Boヱ／A  
収穫14日前まで   合計51b／A以内  

サンザシ  黒星病  
収穫後感染症  80Z／A  収穫後96時間以内に処理  



ホップ   うどんこ病  2～100Z／A   
（散布間隔5～7日）   

収穫14日前まで  
合計2．51b／A以内   

綿実   腰所病 黒斑病  0．8～ 2．5云z／1001b種  散布   

子  

／くパイヤ  うどんこ病   100Z／A  合計800Z／A以内   

3．作物残留試験  
（1）分析の概要  

Q分析対象の化合物 
・ミクロブタニル   

・α－（2ブタノントα－（4一夕叩フェニルト廿1，2，4一帖げ－ルー1－ブロハーンニトリル（代謝物M3）   
・α－（3一ヒドロオ矩7ネチルトα－（4－タロロフェニルト廿1，2，付けソ中一ルニトプロ！、●ンニ伸レ（代謝物M4）   
・α－（トマロニげルコシげチルトα一（4－タロpフェニルト1〟一1，2，4一け〃㌧炉1プロハ●ンニトリル  

（代謝物M8）  

・α【（げルコシル瑚－α－（車サ叩フ羊ニル）－1れ2洲アルト頼ン州 
（代謝物M9）  
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（2）鶏  

1日当りの飼料鱒取量に基づき、飼料中濃度として0、1、3、10及び30ppmに相当す  
る量の14c標識ミクロブタニルとその14c標識代謝物M4及びM3の混合物（45‥45：10）  

を、28日間准口投与した。卵については、28日間毎日採取した。28、35及び42日後に  
動物を屠殺し、組織を採取した。結果を表2－1及び表2－2に示す。  

表2－1．卵の最大残留放射能（ppm）  

②分析法の概要   
ミクロブタニル（親化合物）：   

試料からアセトンで抽出し、n－ヘキサンに転溶した後、シリカゲルカラムで精  
製すそ。又は、試料からメタノールで抽出し、ジクロロメタンに転癒した後、フ   
ロリジルカラムで精製する。ガスクロマトグラフ（NPD）で定量する。  

代謝物：   

試料から塩酸メタノールでソックスレ一拍出し、代謝物M8及びM9をM4に加水  

分解する。さらに、抽出液にNaBH4を加え、代謝物M3を代謝物M4に還元する。  
反応液をn一ヘキサンで洗浄した後、ジクロロメタンに転溶し、フロリジルカラム  

又はシリカゲルカラムで精製後、ガスクロマトグラブ（NPD）で定量する。   
代謝物（M3、M4、M8及び姐9の合計）の残留値は、ミクロブタテルに換算して   
記載した■（換算係数0．948）。  

定量限界：ミクロブタニルP．005～0．1ppm  
代謝物0．01～0．1ppm  

表2－2．組織中の平均残留放射能（ppm）  

1ppm  3ppm  10ppm  30ppm   

脂肪   く0．001  く0．001  く0．001  く0．001   

肝臓   0．003  0，006  0．018  0．047   

腎臓   〈0．001  0．003  く0、．001  q．021   

胃   0．062  0．006  0．015  0．042   

胸肉   く0．001  0、004  0．008  0．027   

腿肉   〈0，001  0．003  0．006  0．019   
（2）作物残留試験  

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については、別紙1－1、海外で実施され   
た作物葬＝留試験の結果甲概要については、別紙1－2＿を参軋   

4．動物飼養試験（家畜残留試験）   
（1）乳≒ニ   

1日、当り・の飼料摂取量（15kg）に基づき、飼料中濃度として0、1、3、10及び30ppm   
に相当する量の1ヰc標識ミクロブタニルとその14c標識代謝物M3及びM4をゼラチンカプ   

セルに入れて、10日間経口投与した。乳については、毎日採取し、さらに11日に屠殺し   
た後、組織を採取した。結果を表1－1及び表1－2に示す。  

上記の結果に関連して、米国においては、肉ノ乳牛及び家禽における最大理論的飼料由来負  
荷（MTDB注））をそれぞれ13．5ppm及び0．074ppmと評価している。   

注）最大理論的飼料由来負荷（MaximumTheoreticalDietaryBurden：MTDB）：飼料として用  

いられる全ての飼料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によちて  
畜産動物が暴露されう＿る最大量。飼料中残留濃度として表示される。  
（参考：Residue Chemistry Test Guidelines OPPTS860・1480Meat／Milk／Poultry／Eggs）  

（3）推定残留量   

畜産物中の推定残留量（最大値）を算出した結果を表3－1及び3－2に示す。  

乳牛については2頭の組織中残留量の投与量比率の個体別値より、2頭の平均値と最大  
値の差は、1・2倍以内であることが分かっているD 2頭の平均値である表1－2の残留  

偉から算定される推定残留量を最大残留量と見なした。  

表3－1．乳牛における推定残留量（ppm）  

象1－1．乳中の最大残留放射能（ppm）、  

1ppm  3ppm  10ppm  30ppm  
0．008  0／02  0．065  0．17   

表1－2．組織中の平均残留放射能（ppm）  

1ppm  3ppm  ′10ppm   30ppm   

筋肉  く0．02   く0．02  く0．02  0．022－0．038   

脂肪  〈0．02  く0．02  く0．02   0二022   

腎臓  く0．02  〈0．02  0．050 0、15   

肝臓  ′ 0．04．5  0．11  0．30   0．82   

筋肉   脂肪   肺臓   腎臓   乳   

0，023   0．020   0．39   －0．068   0、083   

鶏については，現行米国基準値が旧MTDB（0・75ppm）に基づいて算定されたものであり、  
現行の算定によるMTDBは旧瞳TDBの＝74几75＝1／10となることから最大残留量は現  

行基喪0．02ppmの1／10以下0．002ppmと推定される。  

ー7－  一8－   



（3）暴露評価   

各食品について基準値実の上限までミクロブタニルが残留していると仮定した場合、   

国民栄養調査結果に基づき試算される、1日当たり摂取する農薬の畳（理論最大1′日摂   
取量（TMDI））のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参   

照。   

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が全く   

無いとの仮定の下に行った。  

表3－2．鶏における  推定琴留量（ppm）  

5．・A工）Ⅰの評価璧  

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第2年条第2項の規定に基づき、食品安全   

委員会串ヤ意見を求めたミクロブタニ′レに係る食品健康影響評価について、以下のとお  
り評価されている。   

綿9mg／k／日（挙がん性は認められない）  
， 

（投与方法） 混餌 

（試験の種類）、慢性毒性／発がん性併合試験  

（期間）  2年間  
安全係数：100  

坤Ⅰ瑚  

TMpI／ADI（％）注）   

国民平均   38．6   

幼小児（1ん6歳）   75，9   

妊婦   34．3  

高齢者（65歳以上）   3臥7  

注）TMDユ試算は、基準値象×摂取量の総和として計算している。  

（4）本剤については、平成17年】11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品一   
般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今般、残   

留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  

6．諸外国における状況  

1992年にJWRにおける毒性評価が行われ、叩Ⅰが設定されている。国際基準は、ぶど   

う、仁果類、いちご、トマト等に設定されている。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調査し  
た結果、米甲においてりんご、ぶどう、いちご、トマト等に、カナダにおいてりんご、ぶ   

どう等に、Eりにおいてぶどう、うり類等に、オーストラリア及びニュージーランドにおい   

てぶどう、仁異類に基準値が設定されている。  

7．基準値案  

（1）残留の規制対象  

ミクロブタニルとする。  

作物残留試験においてミクロブタニル及び代謝物（M3、M4、M8及びM9の総量）を分   

析対象とした試験が行われている0複数の作物において定量限界以上の代謝物の残留を   

観めるが、国際基準における規制対象はミクロブタニルのみであることを考慮し、規制   

対象物質としてミクロブタニルと設定した。  

なお、食品安全委員会による食品健康影響評価においても、暴露評価対象物質として   
ミクロブタニル（親化合物のみ）’を設定している。   

（2）基準値案  

別紙2めとおりである。  

ー9－  －1’0－   



（別紙1－1）  

最大残留量臓〉（ppm）  

農作物  使用量、使用方法  回数  経過日数   rミクロ7一夕ニル／代掛物（性3）】  

なす  40C10倍数布  圃場A  ＿01  
10％水和剤   130－220、30DLノ10a  皇回  ム3，7日  

（果実〉   
圃場B  ．01   

メロン  
2  10％水和剤   

6000借散布  
旦回  ムー，7日   

圃場A  ．01t（♯3乱3日）  

（果実）  380L／10左  

●おうとう （果実） 

かき  
（果実）   2  10％水和剤  J叩0鮮度滞 500，400L／10a  5回   
かき  2  10％水和剤   
（果実〉  

2000倍散布 400L／10a   旦回   乙14．21日  圃場A  ：0，06／0．Dl■（＊5回．14日）  圃場B：0．05／0．01－（★5回，21日〉   

ピーマン  圃場A′：0，09／0，02  
2  1摘水和剤   

（果実）  
4000借散布 300L／10a   皇回  主．37日  風堤B  こ0．04／0．04●（輔臥7日）   

いちじく  
凰場A  06  

（果実）   

2000倖散布 200L／10a   皇回  も3，78  圃場B：0，23／0．24  

実えんどう   圃場A：く0、Dl／く0．02（3臥3日）（＃）  

2  10％水和剤  ク♂‘ゆ膚．村有 180．300L／1D∂  3回   3日          圃場8：く0．02／0．02（31軋ユ日）は）   

にんにく  2  早5㍍L剤   
（鱗茎）  

4000借散布 300L／108   皇国  呈．7．14日  圃場人：く0．01／く0．01        B 圃場：く0．01／く0．01   

かぼちゃ  Z  1細水和剤   
（果実）  

4000侍散祁   旦回  土．3，7日  圃場A：く0．01／く0．01  圃場も：0．02／く0．01   

ぎぼうし  
5迫，119．150日  圃場A＝．く0・1／く0－1  

（茎葉）   

2000障散布 300L／10a   呈回  g7．120，150日  圃場B．  ▲（0，1／く0．1（2【乳87日）㈱   

ふき  2  25％乳剤   
（葉柄）  

4000借散布 150L／108   呈回  ヱ，14，21日  圃場A：0．35／－        B 画境・  ．0．375／－   

未成熟ささげ  2  1細水和利   4800倍散布   圃場Å：0、3Z／一   
旦回  ム3，7日  

（ぎゃ）  250L／10a  圃場B  ：く0．08／－   

食用ぎく  2  25％乳剤   3000借散布  ≧回  日   鷹揚A：0．48ノ ー   

（花全体）  200L／108   J回   圃媛8  一（3回，21日）（＃）   

圃場A  

ししとう （果実）  2  10％水和剤   4000倍散布 300，200L／10a  皇回  ム3．7日  閻射：0．25／＝仙仙 、   
とうがらし  
（果実）   

4000倖散布 ZOOL／10a   全回  ユ，3．7日  底場A：0．35／－        8 圃場・  ．0．40／－   

圃場B  ／－   わけぎ （茎葉）  2  10％水和剤   2000偉散布， 210．150L／10a  旦回   ヱ．14．21日  圃場A  
あさつき  

風格A：く0．D5／－  

（茎葉）   

2DOO偉観布 150Lノ1（）a   旦回  ま皇．21日  虚器B：  0．33ノ ー   

しそ  2  2ラ％乳剤   
圃場A：0．4／－   

（葉）  

3000倖散布   呈回  14 Zl日  圃場8：0．4／一   

しそ  2．  25％乳剤   
圃場A：0．16／－   

3080倍数布   皇国   
（花穂）  出目  

食用金魚葺  2  25％乳剤   
圃場A  

3000借散布   呈回   
（花）  

14日  

らつきょう  
（鱗茎）   

2000借散布 3（）OLハOa   呈回  ヱ，14．21日  囲媛A：く0．05／．－  国境B二〈0．05／－   

トマト  2  〟貯水和利   
（果実）  抑〝盾厳粛  〟回  1．3．7日  圃場Åこ  0．08／－（4乱1日）（＃）      J∂（社／づぬ    魔境ち：0．Og／－（ヰ軌1日）（＃）   

ミクロブタニル作物残留試験一覧表  

職  試験条件  最大残留量（馴（ppm） 
農作物    町場数  使用量・使用方法  回数  軽過日数   lミクロ7一夕ニル／代謝物は】）】  

りんご   2  10％水和剤   
（果実）  J♂♂♂伊紛 500L／10さ  呈回  ヱ，14．21日  圃場A，さ0．14／〈0．02（＃）く注2）       8，15′22日  圃場8：仇10／〈0．OZ（3匡い柑 ）（＃）   

り 2  10％水和剤   〃〟仔厳粛  7，14，21日  圃場A：0．15／く0．02（5臥柑）（＃）  

（果実）  500L／108   牌           乳15．22日 ■  風場B：0．14／く0．02（5回，8日）（＃）   

りんご  2  10％水和剤   
（果実）  ノβクβ脚1 5DOL／108  旦回   8．1S，22日  圃場8：0■01／く0．01（3回，細）（＃）   

りんご  2  10％水和剤   ノク♂∂仔抑  丁．1もZl日  働場A：0．12／0．01（5回，7日〉は）  

（果実）  500L／108   5遁7   

なし  〟〟併併有  皇回、  14．21日  圃場Å：仇03／く0．02（3軌21日）（＃）  
（果実）  400L／1（）a  池場B：0．14／く0．02（3回，21日）（＃）   

なし  2  1（湖水和剤   
〟仰店庶務   14．21日  凰場A：D，04／く0，02（5臥14日）（＃）   

（果実）  40DL／10a  郎訂             1・l，21日  圃場Bき0．ユ0／0．03（5匡い4日）（＃）   
なし  ノββ♂．厚顔■界  14．21日  圃場A：0．08ノく0．01（＃）  

2  1（滝水和剤  
400，450L／108  呈回 （東実）  1S．ZZ日  画場B：0，34／d．04（3軌22日）（＃）   

14．21日  圃場Å＝0・14／く0．01（5軌14日）（＃）   

なし  2  1硝水和㈲   〃闘将腰砺  最多  

すいか   2  10％水和剤   
（果実）  

4000倖散布 200L／10a   皇国  ム3．7日  幽場A：く0．01／く0．02  圃場B二く0．■01／く0．02   

圃媛A：0，11ル84（＃）   

さやえんどう  2．■  1加水和利   aフク仇厚顔務  3鱒  37日  圃場B：0．32／0．06（＃）   

さやえんどう  2  10％水和剤 〟♂碑有  膠   1，3，7日  圃場A二0．09／0．04（5由，1日）（＃〉   圃場B：8・47／0，Og（5回，1日）（＃）   

ねぎ（根準）   ロ  1〔瑞水和郊   
（茎葉）  

2000借散布 150L／108   旦回  Z－14．21日  圃場Å：0．ZO／0．17   

ねぎ（葉ねぎ）  

（茎葉）   

2000倖散布 150L／10a   呈回  い4・■21日 

ねぎf根深）  

（茎葉）   

2000倍散布 150LハOa   呈回  ヱ．14、21日  圃場Aニ0．18ノ0．09   

ねぎ（菓ねぎ）   ロ  10，乙水和剤   
（茎葉〉  

2000停散布 1SOL／10a   皇国  ヱ，14，21日 －  圃場Å：0．29／0．11   

ねぎ（葉ねぎ〉  2  25艶乳剤   4000侍散布   

（茎葉）  
1SOL／10a  呈回  14日  圃場Åこ0＿14／0．22  圃場8：0，06／0．34   

ねぎ（根深）  2  2斑乳剤   40PO借散布  圃場A：0．03ノ0．04   

（茎葉）  呈回  

茶   ニ  10％水和剤   1000倍散布   j癖   エ呈，21日  圃場A：9．28／1．83   
（荒茶〉  200L／10a  圃場8ニ5・52／1，69   

茶  2  10諷水和剤   1000倍散布  之回  1421日 －  圃場A：2．92／0．80   
（浸出液） 2（）OL／108  閻場B：2、04／0．89   

茶   2  19％水和剤   1000倍散布   14，21日   風射：16．2／2．47（3吼14日）（＃）   

（荒茶）  200L／10a  圃場8二8．45几60（洞．14日）（♯）  

茶   2  1硝水和剤   1POO倍散布   β虐7   14．21日  圃場A＝5．03／1．35（3軌14日）は）   
（浸出液）  200L／1（）a  画場B：3．38ハ．22（3匡い4日）は）   

いちご  2  10‰水和剤   
（果実） 40do倍散布   旦回  1，さ十了日  圃場A：0．Z8／く0．02（3臥3日）   圃場8：0／1S／く0、82   

いちご   
（果実）  

2  25％乳剤   5000借散布  星田  ム3．7日  圃場A：0．11／0，02      150ニ250Lノ10a    圃場B：0．27／く0．O l   

きゆうり （異臭）  ．2  10％水和剤  都胱腐澱應 250，300Lノ10さ  3回  ム3．7日  圃場A：0・176／0．03（3軌1日）（析        画腕：′0▲034／く0．02（3回，1日）（＃ ）   

きゅうり  2  10％水和剤  g♂♂♂脚  量回  ま．3，7日  圃場入こ0．242／0．04－（＊5回，柏）（群）  （兵実）    Z50．300L／10a    風場8：0・104／0・05叩）   
きゆうり  2．■  、1硝水和剤   4000倍散布  3回  ム3，7日  圃場A‥0・108ル0叩軌1日）－  （果実）．    2SO，300L／10a    圃場8：0．・D14ノく0．02（3臥1日）   

魔境A：0．097／0．02   

きゆうり   ト 2  10％水和剤  4000倍散布  鱒  ー ム亨，7日    （果実）    250．300L／10a  圃場B：0．0ア0／0．04  

もも－  
圃場A：0，04几03（咽，3日）  

（果肉） 2000借散布 50QL／10a   4回  ■ム3．7日  圃勅：0．加／0．09′（戦国，丁日）   

2  10％水和剤   
圃場A：1．74／0．20（4乱3日）  

加00借散布 呈回  ム3，7日  風場Bこ4，叱几22（4臥3日）   

（注1）最大残留量：当該農業の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終便用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験  
（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成10年8月7  
日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精酎ヒに係る意見具軋＝   
表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータかある場合において、収  
穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは碩らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使  
用回数及び経過日数について（）‘内に記載した。  
（注2）（＃）：これらの作物残留試験は、中細の適用範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示し  
た。  

（注3）‥代謝物（附、M4、M8及び舶の合計）の最大残留値は、ミクロブタニルに換算して記載した。  

換算係数侶ミクロブタニル／代掛物＝0．948  
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作物名  試験条件 
最大残留量（ppm）  

（試験部位）   使用量・使用方法   回数  経過日数   

0．1251bai／acre茎葉散布  6日  0・22  

（計0．5061bai／acre）   4回   13日   圃場C： 0．10  
0．1251bai／acre茎葉散布  

4回  ． 2占  圃場D：1．88（＃）  
（計0．50l1bai／acre）  

レタス  0．1251bai／acre茎葉散布  
（非結球）   

4日  圃場E：0．20  
（計0．5061bai／acre）   

O11251bai／acre茎葉散布  
4回  3日  圃場F：1．52  

（計0．5051bai／acre）  

0．1251b8i／acre茎葉散布  
4回  gβ  圃場G二‘0．23（＃）   

（計0．5121bai／acre）  

0．50Zai／acre茎葉散布  8回  生旦 3日  聞凱3二；去≡  

旦』 ＿  0．713  

1．00Zai／acre茎葉散布  81司   3日  
ラズベリー  

3  
7日   0．15l  

（果実〉  

0．50乙ai／acre茎葉散布  8回  7 日  圃場B：0．072  

40％水和剤  0日  0、07  

0．50Zai／acre茎葉散布  4回   4日  
8日  0．05   

0．06251bai／acre茎葉散布  

Caneberry  
4回  0日  圃場8ニ 0、L6  

5  （計0．251bai／acre）   

（果実）  4回  0日  圃場Dこ 0．42  
4巨］  0 日  圃場E：0．39   

Gooseberry  0．1251bai／acre茎葉散布  
2  

（果実）  
（計1，01bai／∂Cl・e）   

Currant  0・1251bai／ace茎葉散布  
8回  0日  圃場A：0．86   

（果実）   
（計l．01t■ai／∂Cr8）  

8回  0 

パパイヤ  0．25ノユbai／acre茎葉散布  
4  

（華美）  （計2，01bai／acre）  8回  0 日  圃場C：0．68  

8回  0日  画場Dニ 0．82   

ノノC虚／～c  種子消毒  
綿実  0．39、0．541bai  1回  136日  阻場か く0．01（拝〉   
（種子）   J、クク′、 ／ユ001b種子  

0＿191bai／acTe茎葉散布  
3回  154日  圃場A：〈0、001（＃）  

（計0．571bai／acre）  

0．381bai／∂Cre茎葉散布  
（計1．141bai／acre）   

0．191b∂i／∂Cre茎葉散布  
アーモンド  3回  161日  圃場B：く0．001（射  

17  ββ％水．熱病／  

（NutMeat）  
0．381bai／acre茎葉散布  

3回  ■161日  圃場B：0．0013（＃）  
（計1．141bai／ac主e）  

p．191b畠i／acre二重集散布  
3■也   160日   0・則） 

く言十0・571bai／acre） 

（別紙1－2）  

ミクロブタニルの海外作物残留試験一一覧表  

作物名  試験条件  
（試験部位）   使用量・使用方法   回数  経過日数   

最大残留量（p叩）は‖）  

ア」テイ  圃場A：0．25  
0．11bai／ac主e茎葉散布 （計0 

チョーク  

（花蕾） 
．601bai／acre）   

圃場C：0．44   

アスパラガ  137．9↑ノ140．1gai／ha散布  引回  ユ7β  圃場A：く0．01（♯）膝2い  
2  

ス（新芽）  137．9～141．2gai／ha散布  4回  ．％，β  圃場B：く0．01（＃）   

ズッキーニ  0．101bai／acre茎葉散布  

（果実）   （計0．6blb畠i／acre）   
6回  0日．  圃場Aニ 0．0055   

140．1gai／ha散布  
生旦  0．075  

（散布丑46．75L／ha）   
3回   3日  

かぼちゃ  

（果実卜  
7日  0．004  

l4仇1gai／ha散布  

2  （散布丘383．35L／ha）   3由  ． 

未成熟  
いんげん  0．1251bai／acre茎葉散布  4回   0日  圃場A：0．09   

（SnapBean）  
（計0．501bai／acre〉  圃場8：0．38   

0＿34  

0．1251bai／acre茎葉散布 4回  gざ  侶薬・外業あり）（＃）  

（計0．4911bai／acre）  画境A： 

（茎葉・外葉なし）（＃）  

0・1251bai／acre茎葉散布 
4匡l  4日   0・88（茎葉・外葉あり）   

（計0．49由1bai／a。re）  圃場針  0・10（茎葉・外葉なし）  

0・1251bai／acre茎葉散布  
4回  4日   0・02（茎棄・■外葉あり）   

40％水和剤  園琴C‥  く0．01（茎葉・外葉なし）  
1．33  

0．1251bai／acre・茎葉散布  （茎葉・外葉あり）（＃〉  

レタス  （計0．5P31bai／acre）   圃場い 0．24  
（結球）  （茎葉J外葉なし）（♯）  

0．54  

0．1251bai／acr8茎葉散布  （茎葉・外葉あり）（＃）  

（計0・5101bai／acre）   
4回  クβ   圃場E： 0．09  

7  

（茎葉・外葉なし）（＃）  

0、125 0・38（茎葉i外葉あり）   

（計0．4941bai／acre）   3日  囲那：  0．06（茎葉・外葉なし）  
0．08  

0．1Z51bai／acre茎葉散布  （茎卦外菓あり）（＃）  
（計0．5011bai／acre）   右回  gタ   圃場G： 0．01  

（茎葉一外葉なし）（＃）  

0．1251bai／acre茎葉散布  

（計0．5071bai／ac王e）   
41可  2β  圃場A：3．95（＃）  

♂β  7・40（鱒）  

レタス  0．1251bai／acre茎葉散布  
4回   乙旦 7日  1・69（拷）  

（非結球）  （計0．4991bai／acre）  圃場B： 0．72  

憂   ‡  

14日  0．29  

0．1251bai／acre茎葉散布 0 クβ 1・22（＃）   

（計．5061bai／acre）   之 ＿   圃場C；  D．54は）   

－13－  －14－   



（別紙2）  ミクロブタニル   

参考基準値  
基準値  外国  作物残留覿晩成績  

農産物名  案   基準億  

小麦   
大麦  
ライ麦  
とうもろこし  
そば  
その他の穀類   

大豆  0・■  

小豆類（いんげん、ささげ、サルダニ豆、サ  
ルタピア豆、バター豆、ペギア豆、ホワイト  0．03  

豆、ライマ豆及びレンズを含む。）  
3  えんどう  

そら豆  0．D3  

らっかせい  0．05  
0こ03  その他の豆類  

ぱれいしよ  0，03  

さといも類（やつがしらを含む。）  0二p3  

0．03  かんしよ  
やまいも（長いもをいう。）  0：03  

こんにやくいも  0． 
0．03  その他のいも額  

てんさい  0こ04  

だいこん頸（ラディッシュを含む。）の根  q・03  

0二P3  だいこん類（ラディッシュを含む。）の菓  
かぶ類の根  0・03  

0. 03 かぶ類の菓  
西洋わさび  0．03  

クレソン  p． 

ニP  はくさい  
0．  キャベツ  

芽キャベツ 0・03  

ケール こまつ 0．03  
O：03  な  

きような  や．0写  

1．0  チイゲンサイ  
0．03  カリフラワ、一  

ブロッコリー  ¢ 
1、0  その他のあぶらな科野巣■  
1．D  ごぼう 

サルシフイー  1．0  

1．q アーティチョーク 
チコリ  
ユングイブ  
しゆんぎく ＝！ 

レタス（サラダ菜及びちし 9  アメリカ  

その他のきく科野菜  1 lo O 
b．48川．46（＃）（食用菊）  
0，35川．375（ふき）  

たまねぎ  1．0  

ねぎ（リ⊥キを含む。）   1．0  ○  

1．0  にんにく  
・1．0   にら  

アスパラガス  、1．0  
1．0  ○  わけぎ  

その他のゆり科野菜  1．0  ○  

にんじん  1．0  

パースニップ  1．0  

パセリ  9  9．  ．アメリカ  l米屋レタス参照l 
セロリ  旦叩  
みつば  1．0  

その他のせり科野菜   ・1．0  

トラト  d   

ピーマン  1．0  ○  
1TO  ○  なす  
1．0  ○  その他のなす科野菜  

0・β2．0．25（ししとう）  
仇35．0．40（とぅがらし）  

きゆうり（ガーキンを含む。）  16－1・0  ○  

作物名  試験条件  

使用量・使用方法  回数  経過日数   
最大残留丑（ppm） 

（試験部位）   

40％水和剤  0．191bal／acre茎葉散布 （計0．571bai／acre〉  3回  160日  画境D：く0．001  
0・1glbai／acr？茎葉散布  

2∫％兜．材   （計0．わ1bai／acre）   3回  160日  囲場E：く0・001（ 

0．191bai／acre茎葉散布  

40％水和剤   （計0，571bai／acre）   3回  169日  画場Fニ く0．001  

0・191b寧i／acre茎葉散布  

∂ク％水府材   （計0．571bai／acTe）   3画  161日，  圃場G：く0．ODl（＃）  

D．191bai／acre茎葉散布 0 
（計．571bai舟cr占）   

0．191b8iノacre茎葉散布  

40％水和剤  
3回  ．161日  圃場Ⅰ：〈0．001  

0．191b∂i／8Cre、茎葉散布  
3回  161日  圃場J：く0．001  

アーモンド  （計b．571bai／acr。）  
17 

（NutMeat）   0．191bai／acre茎葉散布  

ガ％兇崩／   （計0．571b、ai／∂Cre）   3回  161日  圃場K：く0．001（＃）  

0．21bai／acre茎葉散布   
β薗  90日  圃場L：0、0035（甘）  

借り．プル∂ノ／bc∫d 

0．21bai／aer8茎葉幣布  
云虐7  91日  圃場M：0．0032（＃）  

確り．g・ノムムプ／匂cr∂  

0．21bai／acヱ・e茎葉散布  
β属7  ・99日  取場N：0．0035（＃）  

・■ ■′一  

0．21bai／acre茎葉散布 借り 
．♂ノ∂∂J′々crd 

0．21bai／acre茎葉散布   
古屋7  90■日  圃場P：0．0049（軋  

借り．gノカβノ／bcr∂  

0・21bai／acre茎葉散布  
β虐7  9b日  凰場Q：．0．0057（＃）   

借り． 

卜2回目：0．1251bai／acre  
如％水和剤   

3－9回目－：0．251bai／acr寧  

茎葉散布（計2．41bai／畠cre）   

1－2回目：0．12岳1bai／8Cre  

ホップ  ち 3－9回目：0．251bai／ムcre  
（乾魚花）   

茎葉散布（計2．01bai／acre）   

卜2 

3－9回月：d．251bai／acre  

茎葉散布（計2；01bai／∂Cre）   

ノ＼ツタ  0．1251bai／acre茎葉散布  
（ミント）  3回  31日′  圃場A：0．16   

（可食部）   

（計0、3ブ51bai／acre）  

（注1）残留哉験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験   

から得られた残留量。（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に係  
る意見具申」）   

表中、■貴大使用条件下の作物残覿試験条件に、アンダーラインを付している．、  

（注2）（＃）：これらの作物残留試験は、申請の適用範囲内で試験が行われていなし「。なお、適用範囲  
内ではない試験条件を斜体で示した。  
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（別紙2）  ミクロブタニル  ミクロブタニル   農薬名   （別紙2）  

参考基準値  
基準値  作物残留試験成雄  

農産物名  案   
Dロ川   

きんなん  
● ●  

二05  

0・05  くり  
0・q5  べカン  

アーモンド  0．02   0．1  アメリカ  【く0．∞32～ 0．0057くn■こ6）く米国）】   
くるみ  0．05  

その他ゐナッツ類  
ホップ   10   

2   2  10    【1．34～5．62（nミ3）く米  国）】   
その他のスパイス  3  

く0，05，0．33（あさつき）  

その他のハープ   （⊃  0．4．0．4（しその菓）  
0．16，0．36（しその花穂）   

牛の筋肉   0．03  0．01  0．01  推：0．0？3   

豚の筋肉   0．03   0．05  【牛の筋肉参照l   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉   0．03  ∴0．05  【牛の筋肉参照】   

牛の脂月方   0．－02   0二95  推：0．020   

豚の脂肪   0．02  0．04  【牛の月盲肪参照l   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0，02  0：05  【牛の脂肪参照l   

牛の肝臓   0．4   0．01  稚：0．39   

豚の肝臓   0．4  ニ0・4  t午の肝臓乱軌   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．4  0．4  【牛の肝一綴参照1   

牛の腎臓   0．07  0‘01  推：0．067   

豚の腎臓   0．07  ニー0．09  t牛の腎臓参照】   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎陣   0．07  ．「0．09  t牛の甲臓参照1   

牛の食用部分   0．4  0．01  0．01   

豚の食用部分  0．4  【年の 由  
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分   0．4   1年の肝臓参刑   

乳   0．09  0．01  0．01  推：く0．Od2   

鶏の筋肉   0＿01  0．01  P．01  推：く0．002   

その他の家きんの筋肉   0．01  0．01  0．01      【鶏の筋肉参照】   

鶏の脂肪 0．01  0．02  0．01  推：く0．DOZ   

その他の家きんの脂肪   0．01  0．d2  0．01      l美春の脂肪参照】   

鶏の肝臓   0，01  0，01  0．01  稚：く0．002   

その他の家きんの肝臓   0．01  ∴0．01  0．01      【鶏わ肝臓参照l   

鶏の腎臓   0，01  0／01  0．01  推∴く0．002   

阜の他の家きんの腎臓   0．01  0．01  0．01      湧の腎臓参則   

鶏の食用部分   0二01  0．01  0．01  稚：く0．002   

その他の家きん 0．01  0．01  0．01      【鶏の食用凱分参別   

鶏の卵   0．01  ∴＝0．01  0．01  推ニ0．0042   

その他の家きんの卵   0．01  二0．Ol  0．01  0．0  アメリカ  【鶏の卯参照I   

参考基準値  
基準値  外国  

農産物名  
作物残留試験成績  

案   基準†直  

PPm  PP汀l   PPm   ロpm  ロp】¶   

しろうり  1．0  

すいか   1．0   

メロン類果実  1．0  

まくわうり  1．0  

その他のうり科野菜  1．0   

ほうれんそう  1．0  
たけのこ 1．0  
オクラ  1．0  
しようが  0・q3  

未成熟えんどう  1．0  

未成熟いんげん  1．0  

えだまめ   ⊆        1．0   
マッシュル」ム  0．02  
しいたけ  0．02  
その他のきのこ頬  0．02  

そめ他の野菜 1・0 0・3Z．〈0．08（未成熟ささげ）  

i  
0・16，0．50（食用金魚革）  

みかん  3  

3  

3  なつみかんの果実全体■ レモンi ォレイジ（ネーンプルオレンジを含む。）  3  

グレ「プフルーツ  3  

ライム  3  

その他のかんきつ類喪実   3  

りんご   0．5  5．0  ○  0．5  

日本なし   0．7  1．0  ○  0．5   0，03（軋0．14（＃）／0．08（杜） 
0．34（＃）ほ）  

西洋なし   0．7  1．0  （⊃  0．5  1日未なし参則   

マルメロ   0．5  0．5   

ぴわ  匹   口   
もも  1．0  2  

ネクタリン  1．0  2  

あんず（アプリコットを含む。）  1、0  2  

すもも（ブルー㌢を含む。） 1．0  0．2  

うめ  1．0  
おうとう（チェリーを含む。） 4．0  2  

2  

いちご  1．0  臼  
ラズベリー  1．0  
ブラックベリー 1．0  

ブルーベリー  1．0  
クランベリー  1，0  
ハックルペソ－   ユ．0   

その他のべリー類果実   0．5  1，0  0．5  
ぶどう  l．0  

かき   LO  
フモテナ  2  

・0  

2  

キウイー  
パパイヤ  1．0  
アボカド 1，0  
パイナップル  1．0  

グアバ  1．0  
マンゴー   1 10 

パッションフルーツ  1．0   
なっめやし   1．0   

その他の果実   白  1．0  ○ 

ひまわりの種子  0．85  
ごまの種子  U．u5  

べたばなの種子  0．05  

綿実  0．02     D．04  0．02    【く0・01（陣）（肝1）（米国）】  
なたね  0. 05 
その他のオイルシード  0．05  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案については、太枠線で囲んで示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
（‡）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
「作物残留試験」欄に「推Jの記載のあるものは、推定残留量であることを示している。  
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ブル＝六サご■‾‖………‾…‾…‾‾■‾…‾‾‾  匝      01      0     ‾ クンベリー  垣            0  
ハ、、クルヘリー   垣            0  

0  その他のベリー類 実  0 5      01  ぶど－  垣            3  
かき   垣      8．0  2  49  

2  25    22．6  バナナ              35  
キウイー  垣     1．3      2  
パパイヤ   0．1     0  

ポカド  匝           0     パイナップノレ  匝  0    1．0      0   
グアバ   0．1      0  

0  マンゴー・  匝    軒  01  
パ・・ションフ′レーツ  担            0  
なっめやし  担  
その他の果実  匝      5 9・  
綿実  0．02      0．0  
ア←モンド  0 02      0 0  
茶  20      28、0  7    86     ホ、、プ  10      10      壁  
その他のハープ  睡      0      0  
陸棲哺乳類の肉類  0．4      13  2    23  
陸棲哺乳類の乳類  0 09      17  匡  5  
家禽の肉類  0．01      0．  
家禽の卵類  0．01   0  0  

494．0   288．  457．  5   

ADI比（％）  3∈i．6   75．  34．      7   

（別紙3）  

ミクロブタニル推定摂取量（単位：〝g／人／day）  

食品群  

ハセリ・   9  ・0 9．   0  
0   0  みノつば   匝  0 2：．    1－  

その他のせり科野菜・   打  0．1■    0  
トマト  匝  24 3－   16  ピー ン   匝  4 4－    2  なす   睡  4 0・    0  

匝  0 2：   0  
育む）  匝  16 3■  ，8  

9．4：   5．  かぼちや（スカッシュを含む   匝         臼  
しろうり   垣  0．3：   0．        すいか一   匝  01巨 ‘0  
メロン額果実 ・   垣  0 4－    0  

0  まくわうり   垣  r O．1：  
0．5：  その他のうり科野菜   ’1     0．  

ほ かんそっ   担  18 7こ   10  
たけの▼  匝  2 0・   0，        オク   匝  0 3・    0  

未成熟  えんとフ  匝  0▲6．   0  
1.2: 1.8: 未成熟いんけん   担  19．  

えだまめ   匝  0．1ご    0．  
9．7ミ  その他の野菜   ．1ゝ   12 6l，  

りん、’   05  17 7．  1  日本たし   07  3 6て  
西洋なし   0 7  － 0 07t    O  マルメロ   05  01t  

01；  びわ，   巨  
もも ，   匝  0 5・        ネクノrリ■ン   2  0 2；  
く（アプリコ、・トを含む）  2  0 2■  
（プレー、を含む）   0 2  0 0・  ーめ   2  2 2・  
己む）  2  0．2て  

巨  0 3■  
01：  

‾ズペリー   匡         プフックペリー・   ・l  0．1こ  

高齢者については畜産秋鮭婦については家禽の卵類の摂取量データがないため、国民平均の摂取量  
を参考とレた。  

TMDI：理論最大1日摂取量（Theor【eticalMaximum DailyIntake）  

－19－  ー20－   



答申（案）  

ミクロブタール 

痍留基準値  
食品名 

Dl）m   

小麦   0．3   

大麦 0．5   

はくさい   
チンゲンサイ  
その他のあぶらな科野菜江1）   

ごぼう   
サルシフイー   

アーティチョーク   
チコリ   
エンダイブ   
しゆんぎく   
レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）  9   

その他のきく科野菜注2）   

たまねぎ   
ねぎ（リーキを含む。）   

にんにく   
にら   
アスパラガス  

わけぎ   
その仙のゆり科野貰注3）   

にんじん   
プ1－ス土ップ   ‾   
六   9   

みつば   
その他のせり科野菜   

トマト   
ピーーマン   1   

百デ   
その他のなす科野菜注射   
呈ゆ－り カーキンを含む【）  堅   
かiちや スカッシュを  エニニニ 
しろうり   
すいか   
メロン類果実   
まくわうり   
その他のうり科野菜注5）   

ほうれんそう   

たけのこ   

オ‾タラ   
末、、えんど’   
未、吾、、いんげん  
えだまめ   

その他の野菜注6）   

りんご   0二5   

日 なし   0．7   

西洋なし   0．7   

－7／レメロ   0．5   

TJくわ  

1   

ネクタリン   2   

あんず（アプリコットを含むh）   
リ 

2   

レーンを昌むh）   0．2   

ーめ   2   

いちご   
ラズベリー  
ブラックペソ・－   

（参考）  

これまでの経緯   

初回農薬登録  
残留農薬基準告示  
厚生労働大臣より残留基準設定に係る食品健康影響評価にらい  
て要請（厚生労働省発食安第0325016号）  

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  
価について通知  
薬事・食品衛生審議会への諮問  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

平成 2年11月 7日  
平成17年11月29日  
平成20年 3月25日   

平成21年 5月21日   

平成22年12月17日  
平成22年12月24日  

注1）rその他のあぶらな科野菜」とは、  
あぶらな科野菜のうち、だいこん類の根、  
だいこん類の葉、かぶ類の根、かぶ類の  
葉、西洋わさび、クレソン、はくさい、 ベ 
キャツ、芽キャベツ、ケール、こまつ 
な、きような、チンゲンサイ、カリフラ  
ワー、ブロッコリー及びハープ以外のもの  
をいう。  

注2）「その他のきく科野菜」とは、きく  
科野菜のうち、ごぼう、サルシフイー、  
アーティチョーク、チコリ、エンダイブ、  
しゆんぎく、レタス及びハープ以外のもの  
をいう．  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

［委貞］   

注3）†その他のゆり科野菜」とは、ゆり  
科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ、にんに  
く、にら、アス／ミラガス、わけぎ及びハー  
プ以外のものをいう。  

青木 宙 

生方 公子  

○大野 泰雄   

尾崎 博   
加藤 保博   

斉藤貢一   
佐々木久美子   

佐藤 清 
志賀 正和   

豊田 正武 

永山 敏廣   
松田 りえ子   

山内 明子   

山添 康   

吉池 信男   
由田 克士   

鰐渕 英機   

（○：部会長）  

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授  
国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  
星薬科大学薬品分析化学教室准教授  
元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

財団法人残留農薬研究所理事・化学部長  
元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長  

実践女子大学生活科学部食生活科学科教授  
東京都健康安全研究センター医薬品部長  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会執行役貞組織推進本部長  
東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授  

大阪市立大学大学院生活科学研究科教授  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  

注4）ーその他の年す科野菜」とは，なす  
科野菜のうち，トマト ピーマン及びなす  
以外のものをいう。  

注5）「その他のうり科野菜」とは、うり  
科野菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろ  
うり、すいか、メロン穎果実及びまくわう  
り以外のものをいう。  

注6）rその他の野菜」とは、野菜のう  
ち、いも額、てんさい、さとうきび、あぶ  
らな科野菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せ  
り科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほう  
れんそう、たけのこ、オクラ、しようが、  
未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだま  
め、きのこ類、ス′くイス及びハープ以外の  
ものをいう。   
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残留基準値  
食品名  

Dt）わ   

ブルーベリー   
クランベリ岬   
ハックルベリー   

その他のべリー類果実注ア）   0．5   

ぷどう   
かき   
バナナ   2   

キウイー   
パパイヤ   
アボカド   
パイナップル   
グアバ   
マンゴー   

パッションフルーツ   

なつめやし  

その他の果実注，8）   

綿実   0．02   

アーモンド   0．02   

茶   20   

ホッー7   10   

その他のハープ渡9l   

牛の筋肉  0．03   

豚の筋肉   0．0   

その他の陸棲哨乳掛こ属する動物江川）の筋肉  0．03   
牛の脂肪、   
豚の脂肪   0．02   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の堕堕仙  0．0豆   
牛の肝臓   0二4   

豚の肝臓  0．4   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．4   
牛の腎臓   
豚甲腎臓  0．07   

0．   その他の陸楕哺乳類に属する軌物の腎臓  6テ   
牛の食用部二：†注Il）   0．4   

雇石膏再蔀：∫   0．4   

その他の陸桟哺乳賛に粛千石蘭画あ蚕肩画房 b二4   
乳   0．09   

鶏の筋肉  0．01   
その他の家iぎん注12）の筋肉   0，0ユ   

鶏の脂肪   0．01   

その他の家i澗「 0．01   

鶏の肝臓   0．01   

0．01   

その他の家書んの肝臓 ’    鶏の腎臓1   0．01   

その他の家きんの腎臓   0．01   

0．01   
0、Ol   

鶏の食用部分・    その他の家きんの食用部分    鶏の卵   0．01   

その他の支きんの卵   0．O   

注7）「その他のペリー類果実」とは、ペ  
リー煩累実のうち、いちご、ラズベリー、  
ブラックペリー、ブルーベリー、クランペ  
リー及びハックルペリー以外のものをい  
う。  

注8）「その他の果実」とは、果実のう  
ち、かんきつ類果実、りんご、日本なし、  
西洋なし、マルメロ、ぴわ、もも、ネクタ  
リン、あんず、すもも、うめ、おうとう、  
ペリー類果実、ぷどう、かき、バナナ、キ  
ウイー、′く′くイヤ、アボカド、パイナップ  
ル、グアバ、マンゴー、パッションフ／レー  
ツ、なっめやし及びスパイス以外のものを  
いう。 

注9）「その他の／＼－プ」とは、′、－プの  
うち、クレソン、にら、パセリの茎、パセ  
リの葉、セロリの茎及びセロリの蕪以外の  
ものをいう。  

注1C）rその他の陸棲哺乳葉引こ属する動  
物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のう  
ち、牛及び腰以外のものをいう。  

注11）r食用部分ノとは、食用に供され  
る部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓  
以外の部分をいう。  

注12）「その他の家きん」とは、豪きん  
のうち、鶏以外のものをいう。   
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要 約   

トリアゾール系殺菌剤である「ミクロブタニル」（CASNo．88671・8針0）について、  

農薬抄録及び各種資料（JMPR、米国等）を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット及びマウス）、植物体内運命（小麦、  

りんご及びぶどう）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、急性毒性（ラット、  

マウス及びウサギ）、亜急性毒性（ラットマウス及びイヌ）、慢性毒性（イヌ）、慢  

性毒性傑がん性併合（ラット）、発がん性（ラット及びマウス）、2世代繁殖（ラット）、  

発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、ミクロブタニル投与による影響は主に肝臓及び長期投与における精巣  

（ラット）に認められた。発がん性、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、イヌを用いた90日間亜急性毒性試験の0．34  

mg／kg体重／日であったが、より長期の試験である1年間慢性毒性試験の無毒性量は3．09  

mg／kg体重／日であった。この差は用量設定の違いによるものであり、イヌにおける無毒  

性量は3．09mg鶴体重用とするのが妥当であると考えられた。   

食品安全委員会は、無毒性量の最小値はラットを用いた2年間慢性毒性／発がん性併合  

試験の2．49mg鶴体重／日であると考え、これを根拠として、安全係数100で除した  

0．024mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。   
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Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2．有効成分の一般名  

和名：ミクロブタニル  

英名：myClobutanil（ISO名）  

3．化学名   

IU？AC  

和名：2－グクロロフェニル・2－（1月二1，2，4－トリアゾールー1イルメチノり  

ヘキサンニトリル  

英名：2－FChlorophenyl・2，（1Hl，2，4－triazol－1・ylmethyl）  

hexa11enltrile  

CAS（No．朗671・89tO）  

和名：町プチ／レα－（4一クロロフユニル）・1月＝1，2，4－トリアゾールー1－  

プロパンニトリル  

英名：α－butyl－Cr（4－Chlorophenyl）・1Hl，2，4－triazole・1－  

propanenltrile  

4．分子式  5．分子量  

C15E17CIN4  288．78   

6． 

Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

農薬抄録（2007年）、JMPR資料（1992年）、米国資料（2006及び2005年）及び  

カナダ資料（1993年）を基に、毒性に関する主な科学的知見を整理した。（参照2～6）  

各種運命試験【Ⅱ．ト4】は、ミクロブタニルのクロロフユニル基の炭素を均一に14C  

で標識したもの（【cld・14C】ミクロブタニル）及びトリアゾール環の3及び5位の炭素   

を14Cで標識したもの（【tri・14C】ミクロブタニル）を用いて実施された。放射能濃度  

及び代謝物濃度は特に断りがない場合はミクロブタニルに換算した。代謝物ノ分解物等   

略称及び検査値等略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）ラット   

①吸収  

a．血中濃度推移  

SDラット（一群雄12匹）に【chl－14C】ミクロブタニルを100mg珠g体重（以下、   

［1・】において「高用量」という。）で単回経口投与、または反復経口投与（非標  

識体を1，000ppmで14日間混餌投与後、［chl－14C】ミクロブタニルを高用量で単  

回経口投与）し、血中濃度推移について検討された。  

血祭中及び全血中放射能濃度推移は表1に示されている。  

血華中、全血中とも投与後1時間以内にCmaxに達した。血祭及び全血中濃度  

は二相性の減衰を示し、単回経口投与の血祭中におけるTl／2（α相）が5倍異な  

った。（参照2、3、6）  

表1血祭中及び全血中放射能濃度推移  

投与法  単回経口投与  反復経口投与   

試料  血腔   全血   血梁   全血   

Cmax（帽／g）☆  19．6   26．2   23．8   19．9   

α相  5．25   1．61   
Tl／2（時間）  

1．97   2．04  

β相  25．7   38．5   31，5   49．5  
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 ★：T－naXは1時間以内であった  

b．吸収率   

静脈内投与時及び経口投与時の尿中排泄率の比より算出した吸収率は、低用量  

単回経口投与群、高用量単回経口投与群及び反復経口投与群でそれぞれ101～110、  

99．8～115及び89．2～111％であった。   

7．開発の経緯   

ミクロブタニルは、ロームアンドハース社（現ダウ・アグロサイエンス杜）により   

開発されたトリアゾール系殺菌剤であり、菌類の細胞の構成成分であるエルゴステロ   

ール生合成の過程において、2，4一メチレンジヒドロラノステロールの脱メチル化を阻   

害することにより、菌類の正常な生育を阻害する。   

我が国では、1990年に初めて農薬登録が取得された。海外では米国、豪州等で登録   

が取得されている。ポジティプリスト制度導入に伴う暫定基準値が設定されている。  



代謝物の存在量は雌はどの差は認められず、M7 の存在量は尿中で11．8～   

12．1％TRR、糞中で9A～22．5％TRRであった。（参照2、3、6）  

④排泄   

a．排泄－1  

SDラット（一群雌雄各4匹）にrcbl・14Clミクロブタニルを1mg耽g体重（以  

下、［1．】において「低用量j という。）または高用量で単回経口投与、低用量で  

単回静脈内投与あるいは反復経口投与（非標識体を1，000ppmで14日間混餌投  

与後、【c‡11－14C〕ミクロブタニルを高用量単回経口投与）し、排泄試験が実施され  

た。  

標識体投与後96時間以内の尿中（ケージ洗浄液を含む）及び糞中に排泄され  

た放射能は、静脈内投与で76．0～82．0％mR、経口投与で81．8～96．7％TARであ  

った。そのうち75～94％は投与後48時間以内に排泄された。投与方法、投与量、  

性別にかかわらず尿及び糞中への排泄は同程度であり、投与後96時間で尿中排  

泄が35．3～48．4％mR、糞中排泄が31．6～45．6％7ARであった。（参照2、3、6）  

b．排泄一2  

SDラット（雌雄各4匹）に［tri－14C］ミクロブタニルを30mg／匹（150mg鶴  

体重）で単回経口投与し、排泄試験が実施された。  

投与後24時間で尿及び糞中に雄で61．6％mR、雌で86．5％でARが排泄され、  

投与後7日間の尿及び糞中の排泄率は88．8～101％TARであった。呼気中への排  

泄は投与後7日間で0．01％TAR未満であった。投与後7日間の尿中及び糞中の  

排泄はそれぞれ35．8～39．0及び49．8～65．1％TARであった。（参照2、3、6）  

（2）マウスく参考データ＞   

ICRマウス（一群雌雄各3匹）に、非標識ミクロブタニルを14日間混餌投与後、  

【c山一14C】ミクロブタニルを単回経口投与し、動物体内運命試験が実施された。試験   

群ごとの検体投与量については表2に示されている。  

表2 動物体内運命試験（マウス）における試験群ごとの検体投与量  

②分布  

a．分布－1  

SDラット（一群雄12匹）にrchl－14C］ミクロブタニルを高用量で単回経口投与、   

または反復経口投与（非標識体を1，000ppmで14日間混餌投与後、【chl・14C〕ミ   

クロブタニルを高用量で単回経口投与）し、体内分布試験が実施された。  

単回投与群、反復投与群のいずれにおいても、標識体投与1時間後における組   

織中濃度が最も高かったが、単向投与群の肝臓のみ、投与6時間後にCm8Xに達   

した。   

単回投与群の投与1時間後に血膿中放射能濃度（19．6膵／g）より高かった組織   

は肝臓（56．6トLg／g）、腎臓（34．9腫／g）、副腎（41．1帽／g）及び全血（26．1トIg／g）   

であった。反復投与群では、標識体投与1時間後に肝臓（154鵬／g）、牌臓（94．5   

吋g）、腎臓（70・5膵／g）、副腎（62・2膵／g）及び甲状腺（32・0膵ノg）で放射能濃   

度が高く、いずれの組織でも単回投与より反復投与で放射能濃度が高かった。  

単回投与群、反復投与群のいずれにおいても、放射能は二相性の減衰を示しな   

がら速やかに消失し、投与96時間後の組織中濃度は単回投与群で2．2相克以下、   

反復投与群で4．2トIg／g以下となった。  

また、排泄試験－1〔1．（り④a．］における経口投与群の、試験終了時（標識体投与   

96時間後）の組織中放射能濃度を測定したところ、いずれの組織中でも総投与放   

射能（TAR）の0．24％以下であったことから、ミクロブタニルは、組織への蓄積   

性はないと考えられた。（参照2、3、6）  

b、分布－2  

SDラット（雌雄各4匹）に［tri・14C】ミクロブタニルを30mg／匹（150mg倣g   

体重）で単回経口投与し、体内分布試験が実施された。  

投与4日後の経では小腸（19．0ドg／g）、大腸（17．0帽／g）、肝臓（4．52膵／g）及   

び腎臓（3．43トL拍）の放射能濃度が高かったが、投与7日後には小腸（7．26膵／g）、   

大腸（2．94膵ノg）、肝臓（2．19膵／g）、腎臓（3．72トがg）とも、減少または同程度   

であった。雌では投与4日後に小腸（9，36匹g／g）及び大腸（3．97トIg／g）以外は   

0．6膵／g未満であり、雄よりも放射能濃度が低かった。投与7日後には小腸（1．01   

帽／g）、大腸（0．85膵／g）とも減少した。（参照2、3、6）   

③代謝物同定・定量   

排泄試験－2［1．（1）④b．］における経口投与群の尿糞中の代謝物同定・定量試験が  

実施された。   

排泄物中の親化合物は総残留放射能（TRR）の0．5～6．6％であった。   

雌雄とも、尿及び糞中に代謝物M2、M3、M4、M5、M6及びM7が存在したが、  

雌ではM7が尿中で61．6～65．6％TRR、糞中で56．3～83．7％TRRを占め、その他  

に10％TRR以上存在したのは尿中ではM6、糞中ではM3のみであった。雄では各  

試験群  非標識   平均検体摂取量   標識体投与量   

雄：2．Omg／kg体重  
Ⅰ群  10ppm  

雌：2．1mg茂g体重   
2mg戊g体重   

雄：21．8mg／kg体重  
Ⅱ群  100ppm  

雌：22．8mg茂g体重   
20mg戊g体重   

雄：217mg化g体重  
Ⅲ群  1，000ppm  200mg／kg体重  

雌：218mg茂g体重  



gai几aの処理量で処理し、植物体内運命試験が実施された。処理時期及び試料採取  

時期は表4に示されている。  

表4 小麦への処理時期及び試料採取時期  

①吸収   

血中放射能濃度推移は表3に示されている。   

いずれの群でもTm且Xは標識体投与後1時間以内であり、Cmaxの値は投与量に比  

例していた。血中濃度は二相性の減衰を示し、Ⅰ群の雄を除くと、消失速度はほぼ  

同様であった。（参照2、3、6）  

表3 血中放射能濃度推移  

試験区   標識体   処理時期   試料採取時期★   

ロ  【chl－14C】ミクロブタニル  成長段階10   41日後   

Ⅱ  ［trl・14C】ミクロブタニル  成長段階5、7   68日後   

ⅠⅡ  【chl・14C】ミクロブタニル  成長段階6、10   43日後  試験群  Ⅰ群  Ⅲ群  Ⅲ群   

性別  雄   雌   雄   雌  

T．nax  0．5   0．25   0．5   

Cmax（膵／g）  0．36   0．37   6．49   5、26   34．4   41．9   

α相  0．83   0．88   0．87   0．64   ＝★  

Tlノ2（時間）  
0、63  

β相  30、1   臥3   6．9   11．2  6．2  6．0  

注）★：最終処理後日数  

成長段階5：茎伸長開始期、6：第1節期、7二第2節期、10：穂ばらみ期  

小麦試料中の放射能分布及び代謝物は表5に示されている。標識体によって総残  

留放射能の組成に相違が認められたが、これはトリアゾール環のみを含む代謝物  

M12及びM13が生じたことによると考えられた。   

土壌中での運命試験から、親化合物は土壌中で分解され、遊離体のMll（トリア  

ゾール）が生成した後、植物体に吸収され、M12（トリアゾールアラニン）やM13  

（トリアゾール酢酸）が生成されると考えられた。また、フェニル基はCO2にまで  

代謝されると考えられた。（参照2）  

表5 小麦試料中放射能分布及び代謝物  

★：Ⅲ群の雄では、血中濃度は二相性の減衰を示さなかった。  

②肝臓への分布  

標識体投与1時間後の血祭、全血及び肝臓中放射能濃度を比較した。  

Ⅰ～Ⅲ群で雌雄とも血凍及び全血中放射能濃度は同じであった。  

肝臓中濃度に性差はなく、肝臓中濃度／全血中濃度比はⅠ群、Ⅱ群及びⅢ群でそれ   

ぞれ9．1～11．1、6．6～6．8及び3．9～4．5となり、投与量が多くなるほど値が減少し   

た。（参照2、3、6）  

③代謝物同定・定量  

ミクロブタニルは広範に代謝され、排泄物中の親化合物は0．7～7．2％TARであっ   

た。  

排泄物中放射能の10％TRR以上を占める成分が雌雄とも3～4種類存在した。  

代謝物の種類に、投与量及び性別による差は認められなかった。（参照2、3、6）  

④排泄  

標識体投与後96時間で、80．9～107％TARが尿及び糞中に排泄され、そのうち70．0   

～93．4％が投与後48時間で排さ世された。  

投与後96時間の尿中（ケージ洗浄液を含む）への排泄は40．6～57．2％TAR、糞中   

への排泄は31．0～52．5％TARとほぼ同程度であり、投与量及び性別による差は認め   

られなかった。（参照2、3、6）  

2．植物体内運命試験  

（1）小麦①  

小麦（品種不明）に【chl－ユ4C］ミクロブタニルまたは【tri－14Cjミクロブタニルを280  

試験区   Ⅱ  Ⅲ  

試料   穀粒  茎  穀粒  茎  茎   

総残留放射能（mg瓜g）  0．09  3．20  3．57  2．76  68．6   

親化合物   10．5  29．5  0．4  28．7  46．9   

代謝物 M3   3．7  6．2  2．4  4．9  1．0   

M4   24．7  33．3  7．1  16．3  2．7   

M8   3．8  1．9  0．5  ．1．3  10．1   

M9   6．3  5．9  1．3  5．8  22．1   

M12  51．3   1．2  

M13  25．4  15．5  

未同定   51．2  23．2  11．6  ∧26．4   17．2  

注）一：検出されず  

親化合物、代謝物の値はそれぞれの試料（穀粒あるいは茎）で検出された総放射能量  

を100％とした放射能残留量（％TRR）   

（2）小麦②  

小麦（品種：Wanser、Riyo）の植物体（の切断部あるいは根部）を、rChl－14C］   

ミクロブタニルまたは【tri・14C】ミクロブタニル64mg几を含む栄養液に浸潰し、植   

物体内運命試験が実施された。  

浸漬部位及び処理日数は表6に示されている。  
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表6 小麦への浸漬部位、処理日数  （4）ぷどう①  

ぶどう（品種不明）に、［chl－14C】ミクロブタニルを50．4ga漬1aの用量で、また   

は【tri・14C】ミクロブタニルを弧Oga∽1aの用量で、6～8日間隔で5回散布し、各   

回処理後及び最終散布7日後（収穣期）に収穫した果実及び茎葉を試料として、植   

物体内達命試験が実施された。  

ぶどう試料中放射能分布は表9に示されている。  

表9 ぷどう試料中放射能分布（mg／kg）  

試験区   浸渡部位   処理日数   

ロ  切断小麦苗（根元で切断したもの）   5日   

Ⅱ  完全苗   11日   

ⅠⅡ  切断穂   13日  

小麦試料中親化合物及び代謝物は表7に示されている。親化合物が62％TRR以  

上存在し、標識体によって代謝に差は認められなかった。（参照2）  

表7 小麦試料中親化合物及び代謝物（％TRR）  

標識体   【chl・14C】ミクロブタニル  【tri－14Cjミクロブタニル   

試料   全果実   果汁  搾りかす☆  全果実   果汁  搾りかす☆   

第1回散布後  0．047    ／    ／   0．090  

第5回散布後  0．38  0．31  

収穫期   0．32   0．042   0．97   0．24   0．034   0．91  

試験区   ロ  Ⅱ   Ⅲ   

標識体  【chl－14C＝h血・14C】  【cbl－14C】  rtri・14Cj  ［chl－14C】  【tri－14C】   

親化合物   62  71   73   72   73   75   

代謝物M4   2  2   6   6   5   4   

M8  15  10   5   5  

M9   15  11   5   7   16   18  

2  1   0．5   0．4   1  1  

れず  

注） 斜線こ分析せず ★：生（非乾燥）試料  

収穫期の全果実、果汁、搾りかす及び茎葉中には、親化合物がそれぞれ66、26   

～33、71～72及び47～49％TRR存在し、果汁及び茎葉では比較的少なかった。  

全果実、果汁、搾りかす及び茎葉中には、それぞれ代謝物M3、M4及びM9が   

存在した。全果実及び搾りかすでは、これらの代謝物で10％TRR以上を占めるも   

のはなかったが、果汁中ではM4が14～23％TRR、M9が17～24％TRR存在し、   

茎葉中ではM4が11～12％TRR、M9が16～17％TRRであった。  

ぶどうにおいて、ミクロブタニルはM3及びM4へと代謝され、M4はさらにグ   

ルコース抱合化を受け、M9が生成されると考えられた。（参照2、6）   

（5）ぶどう②  

ぶどう（品種：Decbaunac）の植物体を、［chl－14C］ミクロブタニル4．6mg瓜また   

は〔血－14C】ミクロブタニル3．5mg几を含む栄養液で7または16日間水耕栽培し、   

植物体全体を試料として、植物体内運命試験が実施された。  

ぶどう試料中親化合物及び代謝物は表10に示されている。親化合物が36～   

55％TRR存在し、標識位置の相違によって代謝に差は認められなかった。  

く3）りんご  

りんご（品種：MacIntosh）樹に、【cbl－14C】ミクロブタニルまたは【tri－14C】ミクロ   

ブタニルを240ga地aの用量で、約1週間間隔で10回散布し、最終散布14日後   

に収穫した果実を試料として、植物体内運命試験が実施された。  

りんご試料中放射能分布及び代謝物は表8に示されている。   

全果実及び搾りかすでは、親化合物が最も多い成分であったが、果汁中では親化   

合物よりも代謝物M4及びM9が多く存在した。（参照2、6）  

表8 りんご試料中放射能分布及び代謝物  

標識体   【chl－14C】ミクロブタニル  【tri－14C】ミクロブタニル   

試料   全果実  果汁   搾りかす  全果実  果汁  搾りかす   

親化合物   

代謝物 M3   1．8   1．3   1．9   2．9   1．2   3．4   
M4   11，5  26．5  7．9   11．5  24．7   7．6   
M9   23．7  40．7  19、7  20．9  30．0   18．3   

注）親化合物、代謝物の値はそれぞれの試料（全果実、果汁あるいは搾りかす）で検出された総放   

射能を100％とした放射能残留量（％TRR）  
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表10 ぷどう試料中親化合物及び代謝物（％TRR）  係数Kocは205～962であった。（参照2）  

（3）土壌吸着試験②  

5種類の米国土壌（埴壌土、砂土、シルト質壌土、砂壌土及び埴土）を用いて土   

壌吸着試験が実施された。  

Frelユndlicbの吸着係数Kadsは1．46～9．77、有機炭素含有率により補正した吸着   

係数Kocは226～920であり、移動性は低いあるいは中程度であると考えられた。   

（参照2）  

（4）土壌溶脱性試験  

シルト質壌土（米国）を充填したカラム（内径7．5cm、高さ28cm）上部に、【chl－14C】   

ミクロブタニルまたは【tri－14C】ミクロブタニルを1mg／kgの濃度で混和した土壌85   

gを入れ、降雨量13mmに相当する水を、週5回46日目まで滴下して、土壌溶脱   

性試験が実施された。  

試験終了時の土壌中には、［chl－14C］ミクロブタニル添加区で85％TAR、【tri－14C］  

ミクロブタニル添加区で100％TARの放射能が存在した。この差は【chl・14C］ミクロ   

ブタニルのフェニル基が14CO2にまで分解されたためと考えられた。  

残留放射能のほとんど（85％TRR）は、カラム上部（0～10cm）に存在した。土   

壌中の放射能の87～91％TRRが親化合物であった。（参照2）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験  

非標識ミクロブタニルをpH5（クエン酸緩衝液）、pH7（リン酸緩衝液）及び   

pH9（塩化カリウム／水酸化ナトリウム緩衝液）の各水溶液に50mg几の濃度で添   

加し、50℃、暗所条件下における加水分解試験が実施された。  

試験終了時、各pHでミクロブタニルは98．1～107％TAR存在していた。  

ミクロブタニルは加水分解を受けず、推定半減期は1年以上と算出された。（参   

照2）  

（2）水中光分解試験   

［chl－14C］ミクロブタニルまたは［tri・14C】ミクロブタニルを、それぞれ脱イオン水   

（滅菌、アセトン非添加）、脱イオン水（滅菌、アセトン添加）または自然水（池   

水、pH7．6〉に約10mg瓜の濃度で添加し、360時間蛍光灯（光強度：2．8Wノm2、   

波長：290nm以下カット）を照射する水中光分解試験が実施された。  

ミクロブタニルの推定半減期は、アセトン添加脱イオン水中で18．9時間、アセト   

ン非添加脱イオン水中で222日（5，330時間）、自然水中で24．6日（591時間）と   

算出された。自然水中の太陽光下（東京、春）に換算した推定半減期は、0．70日と  

算出された。   

試験区   7日間栽培  16日間栽培   

標識体  ［chl・14Cj  【tri・14C】  【chl・14C】  【tri－14C】   

親化合物  36   38   55   51   

代謝物 M4   8   4   7   8   

M9   14   

極性代謝物  13   15   

末抽出残ラ査   12 15   14  

植物におけるミクロブタニルの主要代謝経路は、肝プチル基の水酸化（M4生成）   

と続くグルコース抱合（M9生成）、M9のマロニル抱合（M8生成）、及びM4の   

さらなる酸化（M3生成）と考えられた。小麦では、さらにM12とM13の生成も   

認められた。（参照2）  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的及び嫌気的土壌中運命試験  

［chl・14C】ミクロブタニルまたは［tri－14C］ミクロブタニルをシルト質壌土（米国、非   

滅菌）に1mg／kgの濃度で添加し、好気的条件（367日間ユ）または嫌気的条件（好   

気的条件で30日間、嫌気的条件で62日間）でインキエペ－卜する土壌中運命試験   

が実施された。  

好気的条件下で、親化合物は試験開始直後（94～98？もTAR）から添加367日後（29   

～33％TAR）まで経時的に減少した。  

ミクロブタニルの好気的土壌中における推定半減期は【chl－14C】ミクロブタニル添   

加区で71．1日、【tri－14C】ミクロブタニル添加区で61．3日と算出された。  

分解物として、［cbl・14C］ミクロブタニケ添加区では14CO2が経時的に増加し、試   

験終了時には全回収量の30％存在した。ttri－14C】ミクロブタニル添加区ではMll（ト   

リアゾール）が試験開始150～180日後には全回収量の18％に達し、367日後にも   

13％存在した。14CO2は試験開始51日後から確認され、試験開始367日後には4％   

発生した。また、両標識体添加区で極性代謝物が最大で全回収量の9％存在し、こ   

れは分解物MlOと同定された。  

嫌気条件下では、ミクロブタニルの分解は認められなかった。（参照2）  

（2）土壌吸着試験（D  

4種類の国内土壌［埴壌土（福島）、軽埴土（和歌山）、砂質埴壌土（岡山）、  

砂土（宮崎）〕を用いて土壌吸着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Ka呵ま3．08～13．3、有機炭素含有率により補正した吸着  

1本試験として、240日間インキエペ－トを行い、補足試験として、同条件で367日間インキエペートす  

る試験が実施され、両方の試験の結果を併せて検討された。  
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分解物として、アセトン添加脱イオン水中では、［chl－14C］ミクロブタニル添加区   

で14CO2が試験終了時に45％TRR、【tri－14C】ミクロブタニル添加区でMllが試験   

終了時に49％TRR存在した。自然水中では、試験終了時に親化合物は64～73％TRR   

に減少していたが、分解物は1′1CO2が2％TRR程度確認されたのみであった。アセ   

トン非添加脱イオン水中では、ミクロブタニルはほとんど分解されなかった。（参   

照2）  

5．土壌残留試験   
火山灰土▲埴土（茨城）、沖積土・埴壌土（高知）、火山灰土・埴壌土（茨城）、  

火山灰土・壌土（茨城）を用い、ミクロブタニルを分析対象化合物とした土壌残留試  

験（容器内及び圃場）が実施された。推定半減期は表11に示されている。（参照2）  

表11土壌残留試験成績  

表12 一般薬理試験概要  

投与量   最大   最小  
試験の種類   動物種  動物数 ／群              hg晦体勢  暫乍用量  作用量   結果の概要  

・】一 都崇   血体勢  G咽短体重  
720mg／kg体重で  

∵般状態  探索行動の抑制、  
（Ⅰ】¶・in法）  （uY マウス  雄6  0、80、240、720 （経口）  240   720    立ち直り反射の抑  

制、歩行異常、下  
痢、腹臥位  

投与による影響  
中  なし  
枢  
神  720mg／kg体重で  
経  （経口）  筋弛緩作用  
系   
（酢酸writbユng  720mg耽g体重で  
法）   

ラット   （経口）   筋弛緩作用  

へキソハeルヒやタっレ  睡眠  ddY マウス  雄10  0、80、240、720 口   240   720  720mg／kg体重で   
（経）  反射消失  

体温   SD  
ラット  雄8   

720  投与による影響  
（経口）  なし  

自  
律  

神 経  240   720  720mg／kg休重セ  
（経口）  散瞳   

系   

循  1，440mg／kg体重  
0、720、1，440  で血圧下降   

衆  呼吸、血圧及び  NZW  雄4  （十二指腸内）  720   1，440  
系   に対する影響なし   

試験   濃度媒   土壌   
推定半減期（日）  

ミクロブタニル   

火山灰土・埴土   182  

容器内試験  0．2mg耽g        沖積土・埴壌土   200  

火山灰土・埴壌土   82   

125gaレha  火山灰土・壌土   23  

圃場試験         150gai几a  沖積土・埴壌土   65  

注）容器内試験では純品、圃場試験では水和剤を使用  

6．作物残留試験   

野菜、果実及び茶を用い、ミクロブタニル及び代謝物（M3、M4、M8及びM9の  

合計）を分析対象化合物とした作物残留試験が実施された。結果は別紙3に示されて   

いる。ミクロブタニル及び代謝物の可食部における最高値はいずれも最終散布14日  

後に収穫した茶（荒茶）の9．57及び1β5mg／kgであった。（参照2）   

7．一般薬理試験   

マウス、ラット及びウサギを用いた一般薬理試験が実施された。結果は表12に示   

されている。（参照2）  

ー：最小作用量を設定できなかった。  

検体はコーン油に懸濁して用いた。   

8．急性毒性試験  

ミクロブタニル（原体）、代謝物M3、M4、M12、M13、原体混在物②及び⑫の急   

性毒性試験が実施された。結果は表13及び14に示されている。（参照2、3、6）  
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表14 急性毒性試験結果概要（代謝物及び原体混在物）  表13 急性毒性試験結果概要（原体）  

投与  
経路   検体   動物種   LD50（mg侃g体重）  察された症状  

雄  雌   
自発運動量低下、鎮静、  

代謝物   ICRマウス   300～   1，000～   挙尾、痙攣、伏臥  
M3   雌雄各5匹   1，000  3，000  雌雄：300mg瓜g体重以  

上で死亡例  
自発運動量低下、鎮静、  

代謝物   ICRマウス   300～   300へ一   挙尾、痙攣、伏臥  

M4  雌雄各5匹   1，000  1，000  雌雄：300mg／kg体重以  
上で死亡例  

代謝物  Wistarラット 雌雄各10匹  ＞5，000  ＞5，000  尿量増加 死亡例なし  
M12  

経口  
NMRIマウス 雌雄各10匹  ＞5，000  ＞5，000  症状及び死亡例なし  

呼吸困難、眼球突出、立  

代謝物 M13  雌雄各3匹   
死亡例なし  

自発運動量低下、鎮静、  
原体混在物   ICRマウス   1，000′〉  1，000～   挙尾、痙攣、伏臥  

②－1   】唯雄各5匹   3，000  3，000  雌雄：300mg／kg体重以  
上で死亡例  
自発運動量低下、鎮静、  

原体混在物   ICRマウス   挙尾、痙攣、伏臥  
（訝－2   雌雄各5匹  ＞3，000  ＞3，000         雌雄：1，000mg／kg体重  

以上で死亡例   

腹腔  運動機能障害、弛緩状態、  

、、内   M12   
Wistarラット 雌雄各10匹  ＞5，000  ＞5，000   立毛、下痢  

死亡例なし   

投与  
動物種   

LD50（mg耽g体重）  

経路  雄   雌   
観察された症状  

体重減少、体重増加抑制、流泄、自  

SDラット  
発運動量低下、鎮静、痙攣、伏臥、  

雌雄各5匹   
2，620  2，710    下痢、あえぎ  

雄：1，400mg仮g体重以上、雌：3，080  
mg／kg体重以上で死亡例  

自発運動量低下、運動失調、疲弊、  
痙攣、振戦、腹式呼吸、流涙、流湛、  

SDラット  
下痢、糞便量の減少  

雌雄各10～20匹   
1，600  2，290  

胃液体貯留  

雄二1，040mg耽g体重以上、雌：1，050  
mg／kg体重以上で死亡例  

SDラット  

雌雄（匹数不明）   
1，800  

歩行異常、流淀、鎮静、あえぎ、下  
経口  

ICRマウス 雌雄各5匹   2，270  2，440  

痢、伏臥、立毛、自発運動量低下、  

死亡例で胃出血斑  

碓雄：1，820mg／kg体重以上で死亡例  

自発運動量低下、疲弊、瀕死状態、  
運動失調、痘攣、振戦、流1延、腹式  
呼吸、ラ音、体温低下、下痢、糞便  

ICRマウス   1，910  1，840  量の減少、鼻吻部の赤色あるいは黄  
雌雄各10匹  褐色の汚れ、肛門生殖器周辺の汚れ  

死亡例で胃液状物質貯留、胃拡張、  

腸管発赤、腸管液体貯留  

雌雄：1，300mg仮g体重以上で死亡例  

ICRマウス 雄（匹数不明）   3，230   ／  
1CRマウス  

雌雄（匹数不明）   
＞4，420  1，360  

経皮  NZWウサギ  ＞5，000  ＞5，000  中等度～重度の紅斑、糞便量減少   雌雄各6匹    死亡例なし   
LC50（mg瓜）  ラ書、あえき呼及  

SDラット  嘲出払月貯随匪の  
吸入  ＞5．1  ＞5．1  

死白列なし   

9．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験   

NZWウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施された。その結果、   

ミクロブタニルは眼に対し強い刺激性を示したが、皮膚に対しては刺激性を示さなか   

った。   

Hartleyモルモットを用いた皮膚感作性試験（Buehler変法及びMaximization法）   

が実施され、Buehler変法では皮膚感作性は疑陽性であったが、Maximization法で   

は軽微な皮膚感作性が認められた。（参照2、3、6）  

10．亜急性毒性試験  

（1）90日間亜急性毒性試験（ラット）①  

SDラット（一群雌雄各10匹）を用いた混餌（原体：0、10D、300及び3，000ppm）   

投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

3，000ppm投与群の雌雄で体重増加抑制、T．B止減少、肝細胞肥大、腎尿細管上   

皮空胞変性、副腎皮質空胞化、副腎来状帯萎縮及び副腎球状帯微細空胞化が、雄で  

注）空欄こ参照した資料に記載なし  
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尿円形細胞増加、Glu及びTGの減少、肝及び腎絶対及び比重量2増加、副腎絶対及   

び比重量減少が認められた。   

本試験における無毒性量は、雌雄とも300ppm（雄：18．8mg／kg体重／日、雌：  

19．6mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照2、3）   

（2）90日間亜急性毒性試験（ラット）②   

SDラット（一群雌雄各10匹）を用いた混餌（原体：0、10、30、100、300、1，000、   

3，000、10，000及び30，000ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群に認められた毒性所見は表15に示されている。  

30，000ppm投与群で認められた死亡は、いずれも衰弱によるものであり、体重、   

摂餌量、血液学的検査及び肉眼的病理検査等において、衰弱に伴う各種の変化が認   

められた。  

本試験において、3，000ppm以上投与群の雌雄で肝絶対及び比重量増加等が認め   

られたので、無毒性量は雌雄ともtOOOppm（雄：51．5mg此g体重／日、雌二65．8mg鶴   

体重／日）であると考えられた。（参照2）  

表15 90日間亜急性毒性試験（ラット）②で認められた毒性所見  

（3）90日間亜急性毒性試験（マウス）   

ICRマウス（一群雌雄各10匹）を用いた混餌（原体：0、3、10、30、100、300、  

1，000、3，000及び10，000ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群に認められた毒性所見は表16に示されている。  

本試験において、3，000ppm以上投与群の雌及び1，000ppm以上投与群の雄で肝   

絶対及び比重量増加、肝細胞壊死等が認められたので、無毒性量は雄で300ppm   

（42．7mg／kg体重／日）、雌で1，000ppm（232mg仮g体重／日）であると考えられ   

た。（参照2、3、6）  

表16 90日間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   
10，000ppm   ・摂餌量減少   ・体重増加抑制、摂餌量減少  

・WBC、レm、Ht、MCV、MCH減  ・Hb、Ht、MCV、MCH減少、PLT、  

少、Seg、MCHC増加   MCHC増加  

tAST、ALP、BUN、GGT増加、Glu  ・ALT、AST、ALP、BUN、GGT増加  
減少   ・胆管増生  

・胆管増生   ・腎マクロファージ色素沈着   

3，000ppm以上  ・体重増加抑制   ・T．Chol、Glu減少  

・ALT増加   ・肝絶対及び比重量増加  

・肝肥大（肝／ト菓構造明瞭化を伴う）  ・肝肥大（肝小薬構造明瞭化を伴う）  

・肝クッパー細胞色素沈着   ・肝絶対及び比重量増加  

・牌色素沈着   ・肝細胞肥大  

・肝細胞空胞化  

・肝細胞壊死  

・肝小葉中心性壊死性肝炎  

・肝クッパー細胞色素沈着  

・副腎束状帯細胞好酸性イ打肥大   
1，000ppm以上  ・T．Chol減少  1，000ppm以下毒性所見なし   

・肝絶対及び比重量増加  

・肝細胞肥大  

・肝細胞空胞化  

・肝細胞壊死  

・肝小葉中心性壊死性肝炎  

・副腎束状帯細胞好酸性イ打肥大  

300ppm以下  毒性所見なし   

投与群  雄   雌   
30，000ppm  死亡（全例）   死亡（全例）   

10，000ppm  ・摂餌量減少   t体重増加抑制、摂餌量減少   

・Ht、Hb、MCV減少   ・Hb、MCV減少、   

・T．Chol、GGT増加   ・T．Chol、GGT増力ロ   

・腎暗色化   ・腎及び肝暗色化   
・肝細胞腫大、空胞化、凝周壊死   ・肝小薬構造明瞭化   

・肝クッパー細胞色素沈着   ・肝クッパー細胞色素沈着   

・牌赤色牌髄へモジデリン沈着   ・副腎皮質空胞化   

・慢性肺胞炎   

3，00Dppm以上  一体重増加抑制   ・肝絶対及び比重量増加、腎比重量   
・肝絶対及び比重量増加、腎比重量増加  増加   

・肝暗色化   ・肝細胞肥大（小薬中心性、び慢性）   

t肝小葉構造明瞭化   ・肝細胞壊死   

・肝腫大   

・肝細胞肥大（小葉中心性、び漫性）   

・肝細胞壊死   

・腎曲尿細管上皮色素沈着   

・副腎皮質空胞化   

・甲状腺′」＼胞増加   

1，000ppm以下 毒性所見なし   毒性所見なし   

（4）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた混餌（原体：0、10、200、800及び1，600   

ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群に認められた毒性所見は表17に示されている。   

本試験において、200ppm以上投与群の雄で肝細胞肥大が、800ppm以上投与群   

の雌でALf増加及び肝細胞肥大が認められたので、無毒性量は雄で10ppm（0．34  2体重比重量を比重量という（以下同じ）  
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mg／kg体重／日）、雌で200ppm（7．88mg茂g体重／日）であると考えられた。（参  

照2、3）  

表17 90日間亜急性毒性吉武験（イヌ）で認められた毒性所見  

率に差は認められなかった。   

検体投与に関連して発生頻度が増加した腫瘍性病変はなかった。   

本試験において、200ppm以上投与群の雄で精巣絶対重量減少等が、800ppm投  

与群の雌で肝絶対及び比重量増加等が認められたので、無毒性量は雄で50ppm  

（2．49mg／kg体重／日）、雌で200ppm（12，9mg／kg体重／日）であると考えられた。  

発がん性は認められなかった。（参照2、3）  

表19 2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

1，600ppm   ，体重増加抑制、摂餌量減少   ・体重増加抑制、摂餌量減少  

・肝絶対及び比重畳増加   

800ppm以上  ・ALP増加   ・ALP増加  

・肝絶対及び比重量増加   ・肝細胞肥大（小葉中心性及び小葉中間  

帯）   

200ppm以上  ・肝細胞肥大（小乗中心性及び小乗  
中間帯）   

10ppm   毒性所見なし   

投与群   雄   雌   

800ppm   ・体重増加抑制、摂餌量減少  ・体重増加抑制  

・肝絶対及び比重量増加   

200ppm以上  ・精巣絶対重量減少   200ppm以下毒性所見なし  

・精巣萎縮  

50ppm   毒性所見なし  11．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）1年間慢性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各6匹）を用いた混餌（原体：0、10、100、400及び1，600   

ppm）投与による1年間慢性毒性試験が実施された。  

各投与群に認められた毒性所見は表18に示されている。  

死亡例は認められなかった。  

本試験において、400ppm以上投与群の雌雄で肝細胞肥大等が認められたので、   

無毒性量は雌雄とも100ppm（雄：3．09mg瓜g体重／日、雌：3．83mg瓜g体重／日）   

であると考えられた。（参照2、3）  

表柑1年間慢性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見  

（3）2年間発がん性試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各60匹）を用いた混餌（0及び2，500ppm）投与による2   

年間発がん性試験が実施された。  

対照群と投与群で死亡率に差は認められなかった。  

投与群の雌雄で体重増加抑制、肝細胞肥大（小葉中心性、小薬中間帯）、肝細胞   

空胞化が、雄で有核赤血球減少、肝絶対及び比重量増加、精巣絶対重量減少及び精   

巣精子無形成が、雌でNeu減少、Lym増加、肝比重量増加が認められた。  

検体投与に関連して発生頻度が増加した腫瘍性病変はなかった。  

本試験において、2，500ppm投与群の雌雄で腫瘍性病変の発生頻度の増加が認め   

られなかったので、2，500ppm以下（雄：106mg瓜g体重／日、雌：136mg仮g体重  

／日以下）でミクロブタニルはラットに対し発がん性を示さないと考えられた。（参   

照2）  

（4）2年間発がん性試験（マウス）   

ICRマウス（一群雌雄各110匹）を用いた混餌（0、20、100及び500ppm）投   

与による2年間発がん性試験が実施された。  

対照群と投与群で死亡率に差は認められなかった。  

500ppm投与群の雌雄で肝絶対及び比重量増加、限局サ朝千綿胞変質及び多巣性肝   

細胞空胞化が、同群の雄で′ト菓中心性肝細胞肥大、門脈周辺性点状空胞化、肝クッ   

パー細胞色素沈着、肝細胞壊死が、同群の雌でM増加が認められた。  

検体投与に関連して発生頻度が増加した腫瘍性病変はなかった。  

本試験における無毒性量は、雌雄とも100ppm（雄：13．7mg／kg体重／日、雌：   

16．5mg此g体重／日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参照2、   

6）  

投与群   雄  雌   

1，600ppm   ・体重増加抑制、摂餌量減少   ・体重増加抑制、摂餌量減少  

・RBC減少、PLT増加   ・Alb減少、GGT、無機リン増加  

・ALT、ALP、無機リン増加、Alb減少  ・肝肥大  

・肝絶対及び比重量増加  ・肝′ト菓構造明瞭化   

・肝肥大  

・肝小薬構造明瞭化  

400ppm以上  ・肝細胞肥大（小葉中心性、び浸性）  ・ALP増加  

・肝絶対及び比重量増加  

・肝細胞肥大（小葉中心性、び慢性）   

100ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   

（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各110匹）を用いた混餌（原体：0、50、200及び800ppm）   

投与による2年間慢性毒性／発がん性併合試験が実施された。  

各投与群に認められた毒性所見は表19に示されている。対照群と投与群で死亡  
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表20 2世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見  （5）柑カ月開発がん性試験（マウス）   

IC女マウス（一群雌60匹）を用いた混餌（0及び2，000ppm）投与による18カ   

月開発がん性試験が実施された。  

対照群と投与群で死亡率に差は認められなかった。  

投与群で体重増加抑制、摂餌量減少、肝絶対及び比重量増加、肝細胞肥大、肝細   

胞空胞化、肝クッパー細胞及びマクロファージへの色素沈着、肝単細胞壊死、副腎   

皮質来状帯肥大が認められた。検体投与に関連して発生頻度が増加した腫瘍性病変   

はなかった。  

本試験において、2，000ppm投与群で腫瘍性病変の発生頻度の増加が認められな   

かったので、2，000ppm以下（394mg／kg体重／日以下）でミクロブタニルはマウス   

に対し発がん性を示さないと考えられた。（参照2）  

12．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各25匹）を用いた混餌（原体：0、50、200及び1，000ppm）   

投与による2世代繁殖試験が実施された。  

親動物及び児動物における各投与群で認められた毒性所見は表20に示されてい  

る。  

親動物では、1，000ppm投与群の雌（P、Fl）で小葉中心性肝細胞肥大等が、200   

ppm以上投与群の雄で肝絶対重量増加（P）、′j、菓中心性肝細胞肥大等（Fl）が認  

められた。  

児動物では1，000ppm投与群（Fl、F2）で有意差はないものの哺育期間中の体重   

増加抑制が、1，000ppm（F2）あるいは200ppm以上（Fl）投与群で死産児数増加   

等が認められた。  

本試験において、親動物では200ppm以上投与群の雄で肝絶対重量増加等が、   

1，000ppm以上投与群の雌で′ト葉中心性肝細胞肥大等が、児動物では200ppm以   

上投与群で死産児数増加等が認められたので、無毒性量は親動物では雄で50ppm   

（P雄：3．67mg／kg体重／日、Fl雄：3．64mg／kg体重／日）、雌で200ppm（P雌：   

17．2mg先g体重／日、Fl雌：17．5mg／kg体重／日）、児動物では雌雄とも50ppm（P   

雄：3．67mg此g体重／日、P雌：4．42mg茂g体重／日、Fl雄：3．64mg／kg体重ノ日、   

Fl雌：4．17mg丑g体重／日）であると考えられた。  

1   1，000ppm投与群で妊娠率減少が認められ、200ppm以上で出産率の減少が認め   

られたので、繁殖能に対する無毒性畳は雌雄とも50ppm（P雄こ3．67mg／kg体重／   

日、P雌：4．42mg／kg体重／日、Fl雄：3．64mg／kg体重／日、Fl雌：4．17mg月瑠体   

重／日）であると考えられた。（参照2）  

親P、児ニFl  親：Fl、児：F2  

雄   雌   雄  雌   
1，000ppm   ・摂餌量減少   ・摂餌量減少  ・体重増加抑制 ・小葉中心性肝細  

㌧小薬中心性肝細  ・小葉中心性肝細  ・弛硬性精巣  胞肥大  

胞肥大   胞肥大  ・精巣萎縮  ・肝絶対重畳増加   

・肝絶対重量増加  

200ppm以下  
毒性所見なし   胞肥大  毒性所見なし 

・肝絶対重畳増加  

50ppm   毒性所見なし   毒性所見なし  

1，000ppm  ト体重増加抑制】  ト体重増加抑制】  

児  ・死産児数増加  

動  ・平均同腹児数減少  

物            200ppm以上 ・死産児数増加  200ppm以下毒性所見なし  

50ppm  毒性所見なし   

注）［】は統計学的有意差なし   

（2）発生毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌25匹）の妊娠6～15日に強制経口（原体ニ0、31．3、93．8、313   

及び469mg／kg体重／日、溶媒：コーン油）投与し、発生毒性試験が実施された。  

母動物では469mg此g体重／日投与群で口及び膣からの赤色浸出物、糞便量の減   

少、泌尿生殖器周辺の汚れが、313mg／kg体重／日以上投与群で被毛粗剛、落屑、流   

誕が認められた。  

胎児では313mg／kg体重／日以上投与群で第7頚肋骨及び第14痕跡肋骨の増加が、   

93．8mg肱g体重／日以上投与群で胎児死亡率の上昇が認められた。  

本試験における無毒性量は、母動物で93・8mg／kg体重ノ日、胎児で31．3mg瓜g   

体重／日であると考えられた。（参照2、4、6）  

（3）発生毒性試験（ウサギ）  

NZWウサギ（一群雌6匹）の妊娠7～19日に強制経口（原体：0、20、60及び200   

mg／kg体重／日、溶媒ニ1％MC水溶液）投与し、発生毒性試験が実施された。  

母動物では、200mg肱g体重／日投与群で糞便の異常、血尿、泌尿生殖器周辺の血   

液付着及び流産が、60mg／kg体重／日以上投与群で体重増加抑制が認められた。  

胎児では、200mg／kg体重／日投与群で生存胎児数及び胎児生存率の減少が認めら   

れ、有意差はないものの低体重が認められた。  

本試験における無毒性量は、母動物で20mg／kg体重／日、胎児で60mg瓜g体重／   

日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照2、3〉  
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13，遺伝毒性試験  

ミクロブタニルの細菌を用いたDNA修復試験及び復帰突然変異試験、チャイニ   

ーズハムスター卵巣由来培養細胞（CHO）を用いたHGPRT遺伝子突然変異試験   

及び染色体異常試験、ラット肝細胞を用いた不定期DNA合成（UDS）試験、マウ   

スを剛、た五＝承和染色体異常試験、ラットを用いた優性致死試験が実施された。  

結果は表21に示されており、すべて陰性であったことから、ミクロブタニルに   

遺伝毒性はないものと考えられた。（参照2、3、6）  

表21遺伝毒性試験概要（原体）  

結果は表22に示されている。試験結果はすべて陰性であり、遺伝毒性はないも  

のと考えられた。（参照2）  

表22 遺伝毒性試験概要く代謝物）  

対象   処理濃度   結果   
且ざUムムム盲   

DNA修復試験  
200～10，000将／ディスク   

（＋ノーS9）  陰性  

代謝物  ぷ¢pカ血日加∫皿  

M3  復帰突然変異   （TA98、mlOO、   156～5，000ドg／プレート   
試験   TA1535、TA1537株）  陰性  

且戒（WP2〟lⅥ4株）   
＿良風戒心益   

DNA修復試験  
100～5，000トLg／ディスク   

（＋トS9）  陰性  

代謝物  且吻止血m－u皿  
M4  復帰突然変異   （m9臥TAlOO、   31∂～5，000ドg／7．pトト   

試験   TA1535、TA1537株）  （＋トS9）   陰性  
瓜aユ〟（Wア21Jl慣d株）  

DNA修復試験  且〔撼（PoIA＋、PoIAN株）   62．5～1，000トIg斤ヾィスク  
（＋トS9）  陰性  

代謝物  且如血血m一打皿  

M12  20～12，500ト1gげレート  
試験   TA1535、TA1537、  陰性  

TA153B株）   

代謝物  復帰突然変異  £拍止血肌一打m TA98 
（、TAlOO、  20～5，120膵／プレート   

M13  試験  TA1535、TA1537株）  陰性       （＋トS9）   

試験  対象   処理濃度・投与量   結果   
DNA修復  上払d〟む∫β〟ム肋   313～5，000膵／ディスク   
試験  （H17、M45株）   （＋トS9）  陰性  

励血ロガe助如上血u血  
（TA98、mlOO、TA1535、  
TA1537株）   

復帰突然 試  
変異験  （TA98、TAlOO、TA1535、  

TA1537株）  125～2，000膵／プレ小（＋／一S9）  陰性  
点kcムe∫フヒ丘由の〟  

血Ⅵ加  （WP2とJ打出株）  

①25～100pg血L（－S9）  
②60～90ト⊥g／mL（－S9）  

HGPRT遺伝  チャイニーズハムスター卵巣    ③120～160トかmL（＋S9）   

子突然変異  由来細胞（CHO－Kl・BH4）  ④120～150膵ノmL（十S9）  
陰性  

⑤165～170トIg／mL（＋S9）  
⑥160一喝／mL（＋S9）  

染色体異常  

試験   由来細胞（CHO）   ②20～50膵／mL（＋S9）   陰性  

UDS試験  ラット肝初代培養細胞・  0．1～1，000けg／mL   陰性  

①単回経口投与  
802mg／kg体重  

ICRマウス（骨髄細胞）  （投与6、24及び亜時間後  
（一群雄10匹）  と殺）  陰性  

染色体異常  
②1日1回、5日間経口投与  

試験  
802mg／kg体重／日  

エロ レ7I／P  （最終投与6時間後と殺）  

単回経口投与  
ICRマウス（骨髄細胞）  1，280mg／kg体重   
卜一群雌雄各5匹）   陰性      （投与6、27及び51時間後  

と殺）  

優性致死  SDラット   
試験   

単回経口投与   
（一群雄25匹、雌50匹）   陰鱒       10、100、735mg／kg体重   

注）＋トS9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

注）＋トS9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

代謝物M3、M4、M12及びM13の細菌を用いたDNA修復試験及び復帰突然変  

異試験が実施された。  
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Ⅲ．食品健康影響評価   

参照に挙げた資料を用いて、農薬「ミクロブタニル」の食品健康影響評価を実施し   

た。   

14Cで標識したミクロブタニルの動物体内運命試験の結果、ミクロブタニルは投与1   

時間以内でCmaxに達し、投与後96時間で約80％TAR以上排泄された。排泄経路は   

糞中及び尿中で同程度であった。体内では肝臓、腎臓への分布が多かった。排泄物中   

の親化合物は10％TRR未満であり、主要代謝物としてM7が存在した。   

14Cで標識したミクロブタニルの植物体内運命試験の結果、主要成分は親化合物で   

あり、主要な代謝物としてM4、M8、M9、M12、M13等が存在したが、試験に用い   

た標識体によって存在量が異なった。   

ミクロブタニル及び代謝物（M3、M4、M8及びM9の合計）を分析対象化合物と   

して作物残留試験が実施された。ミクロブタニル及び代謝物の可食部における最高値   

はいずれも最終散布14日後に収穫した茶（荒茶）の9．57及び1．95mg／kg（線化合物   

換算で1．85mg／kg）であった。   

各種毒性試験結果から、ミクロブタニル投与による主な影響は肝臓及び長期投与に   

おける精巣（ラット）に観察された。発がん性及び遺伝毒性は認められなかった。   

発生毒性試験においてラットでは骨格変異の増加が認められたが、奇形の増加は認   

められず、ウサギにおいては奇形及び変異の増加は認められなかった。これらのこと   

から、ミクロブタニルに催奇形性はないと考えられた。   

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をミクロブタニル（親化合物のみ）   

と設定した。   

各試験の無毒性量等は表23に示されている。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、イヌを用いた90日間亜急性毒性試験の0．34   

mg／kg体重／日であったが、より長期の試験である1年間慢性毒性試験の無毒性量は   

3．09mg耽g体重／日であった。この差は用量設定の違いによると考えられ、90日間亜   

急性毒性試験の最小毒性量が7．26mg月碍体重／日であることから判断しても、イヌに   

おける無毒性畳を3．09mg／kg体重／日としても安全性は担保されるものと考えられた。   

食品安全委員会は、無毒性量の最小値はラットを用いた2年間慢性毒性／発がん性併   

合試験の2．49mg／kg体重／日であると考え、これを根拠として、安全係数100で険し  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認する  

こととする。  

た0．024mg耽g体重／日を一日摂取許容量  

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性畳）  

（安全係数）  

（ADI）と設定した。  

0，024mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌  

2．49mg此g体重／日  

100  
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表23 各試験における無毒性量等の比較  

投与量  
無毒性量（mg／kg体重／日）1）  

動物種  試験  （皿g戊g体重ほ）  農薬抄録   JMPR . 米国   カナダ   

ラット  90日間  0、100、300、3，000ppm  雄：18．8  雄：18．8  

亜急性  雌：19．6  雌：19．6  

毒性試験  

雌雄：体重増加抑制等    雌雄二体重増加抑制等  

90日間  0、10、30、100、300、1，000、  雄：51．5   雄：5．22  雄：4．9  

亜急性  雌：19．7  雌：18．5  

毒性試験  （mga此g体重／日）  

15．3、51．5、158、585、1，730  雌雄：肝MIPO活性上昇  

蝶：0、0．67、2．03、6．85、  

19．7、65．臥195、665、1，810   

2年間  0、50、200、800ppm   雄ニ2，49   雄：2．5   雌雄：2．49  雄二2．5  

慢性毒性／  雌：12．9  雌：52  

発がん性  雌雄：精巣萎縮及び重量減  （mga此g体重／日）  

併合試験   少  雄：精巣絶対重量減少等  

雌：肝絶対及び比重量増加等  雌：体重増加抑制等  雌：毒性所見なし  

（発がん性は認められない）  （発がん性は認められない）  （発がん性は認められな  

い）  

2世代  0、50、200、1，000ppm  親動物   親動物   雌雄：10  親動物：  

繁殖試験  P雄：0、3．67、14．3、70．7  P雄二3．67Fl雄：3．64  雄：3．6  雄：3．7  

PJ堆：0、4．42、17，2、85，9  d堆雄こ精巣萎縮、死産数増  

Fl雄：0、3、64、15．1、76．4  加等  

Fll堆ニ0、4．17、17．5、88．0   繁殖能  繁殖能：15  

P雄：3．67Fユ雄：3．64  

p雌：4．42Fl雌二4．17  親動物  

雄：肝絶対重量増加等  

親動物  親動物  雌：小薬中心性肝細胞肥大   

30  

投与量  
無毒性量（mg耽g体重／日）1）  

動物種  試験  （mg瓜g体重／日）  農薬抄録   JMPR   米国   カナダ  

雄：肝絶対重量増加等  

雌：小葉中心性肝細胞肥大  繁殖能：妊娠率及び出産率  

等  低下  

繁殖能  

児動物：死産児数増加等  

繁殖能：出産率低下   少、死産率増加  

発生毒性  0、31．3、93．8、313、469  母動物：93．8   母動物：94   60  母動物：94  

試験  胎児：31．3   胎児：31  胎児：31  

吸収胚数増加、平均産児数  

減少                  母動物：口及び膣からの赤  母動吻：粗毛、落屑及び流麗  母動物：粗毛、落屑及び流  

色浸出物等   胎児二腹あたり吸収胚数増加  淀  

児動物：胎児死亡率の上昇  等  胎児：腹あたり吸収胚数増  

（催奇形性は認められな  加等  

い）  （催奇形性は認められな  

い）   

マウス  90日間  0、3、10、30、100、300、  雄：42．7   雄：42．7  雌雄：44  

亜急性  雌：65．5  

毒性試験   雌雄：肝病理組織学的所  

14、1、42．7、132、542、2，040   見、肝重量増加等  

雌：0、0．62、2．11、6．94、  加、肝細胞壊死等  肝重量増加等  

22．9、65．5、232、710、2，030  

2年間  0、20、100、500ppm   雄：13．7  雄こ2．7  雄・：13．7  
発がん性  

雄：0、2．7、13，7、70．2  
雌：16．5  雌二3．2  雌：16．5  

試験   雌ニ0、3．2、16．5、85．2  
雌雄：肝絶対及び比重量増加雌雄：肝Mア0活性上昇  雌雄：肝重畳増加等  

等  （発がん性は認められない）  （発がん性は認められな  

（発がん性は認められない）  い）   
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投与量  無毒性量（mg侃g体重／日）1）  

動物種  試験  （mg／kg体重／日）  農薬抄録   JMアR   米国   カナダ   

ウサギ  発生毒性  0、2e、60、200   母動物二20   母動物：20  

試験  胎児二60   胎児：60  

母動物：体重増加抑制等  

母動物二体重増加抑制 母動物：体重増加抑制  胎児二胚吸収率増加、低体  

児動物：低体重（有意差な  胎児：胚吸収率の増加等  

し）   （催奇形性は認められな  （催奇形性は認められな  

（催奇形性は認められな  

い）   

イヌ  90日間  0、10、200、800、1，600ppm  雄：0．3  

亜急性  ま堆：7．88   雌：7．9  

雄：0、0．34、7．26、29．1、56．8   

J堆：0、0．42、7．88、32．4、58．0  雄：肝細胞肥大  雌雄：肝細胞肥大  

雌こALP増加及び肝細胞肥  雄：肝細胞肥大、肝重量増  

大  

雌：ALP増加、肝重量増加  

1年間  0、10、100、400、1，60Dppm  雄：3．09   雄：3．1  雄：14  

慢性毒性  l唯：3．8  雌：16  
雄ニ0、0．34、3．09、14．3、54．2   

試験  雌雄：肝細胞肥大等  雌雄：肝細胞肥大、ALP  

増加等   

NOAEL二2．49   NOAEL：  NOAEL：2＿49  NOAEL：2．5  

SF：100   2、7（マウス）   UF：100   UF：100  

ADI：0．024   2．5（ラット）  cRfD：0．025   ADI：0．025   

ADI（cRfD）  3．6（ラット）  

3，1（イヌ）  

SF：100  

ADI：0．03  

32  

無毒性量（mg肱g体重／日）1）  

動物種  毎目）  農薬抄録   米国   カナダ   

ラット2年間慢性毒性／発がマウス2年間発がん性試験 ラット2年間慢性毒性ノ発   ラット2年間慢性毒性／発  

ん性併合試験  ラット2年間慢性毒性／発が がん性併合試験  がん性併合試験  

ADI（cRⅡ））設定根拠資料  ん性併合試験  
ラット2世代繁殖試験  

イヌ1年間慢性毒性試験   

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 W：不確実係数 cR董D：慢性参照用量  

1）無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。  
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＜別紙2：検査値等略称＞  ＜別紙1：代謝物ノ分解物等略称＞  

代謝物／分解物  略称   名称   

ai  有効成分量   

Alb  アルブミン   

ALP  アルカリホスファダーゼ   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
ALT  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ  
AST  

（＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT））   

BUN  血液尿素窒素   

Cmax  最高濃度   

Glu  グルコース（血糖）   

γ一グルタミルトランスフエラーゼ  
GGT  

（＝γ－グルタミルトランスペプチダーゼ（γ－GTP））   

Hb  ヘモグロビン量（血色素量）   

Ht  ヘマトクリット値   

LC50  半数致死濃度   

LD50  半数致死量   

Lym  リンパ球数   

MC  メチルセルロース   

MCH  平均赤血球血色素量   

MCHC  平均赤血球血色素濃度   

MCV  平均赤血球容積   

MFO  混合機能オキシダーゼ   

Neu  好中球数   

PHI  最終使用から収穫までの日数   

PLT  血小板数   

RBC  赤血球数   

Seg  分乗好中球数   

Tl／2  消失半減期   

TAR  総投与（処理）放射能   

T．Bil  総ビリルビン   

T．Chol  総コレステロール   

TG  トリグリセリド   

Tmax  最高濃度到達時間   

TRR  総残留放射能   

WBC  白血球数   

記号  略称   化学名   

M2  Hydroxy・Lactone  

M3  RH・9089   町（2ブタノン）一α－（4－クロロフユニノリー1月‥1，2，4－トリアゾール  

－1－プロパンニトリル   

M4  RH・9090   α－（3・ヒドロキシプチル）甘（4－クロロフェニル）－1ガ1，2，4一  

トリアゾール守プロパンニトリル   

M5  8・（4・クロロフユニル）甘シアノ・1」許1，2，4・トリアゾール十  

ヘキサン酸   

M6  RH・0294  

M7  Sulhteof  

RH・9090  

M8  MalonylGluco畠ide  αイ1・マロニルグルコシルプチル）－α・（4一クロロフェニ  

ofRH－9090   ル）・1ガ1，2，4－トリアゾールー1－プロパンニトリル   

M9  Glucosideof   α・（1一グルコシルプチル）甘（4－クロロフェニノり－1月＝1，2，4・  

R．H－9090   トリアゾールー1－プロパンニトリル   

MlO  B11tyrlCAcid  

Intermediate  

Mll  Triazole   1汁1，2，4－トリアゾール   

M12  Trla2．01eAlanine  

（TA）   

M13  TriazoleAceticAcid  3一（1ガ1，2，4一トリアゾールー1－イル）酢酸  

（TA心  

記号  略称   化学名   

RH－56964   （原体混在物）   

②一1  RH－8812   （原体混在物）   

②－2  RH・8813   （原体混在物）   
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試  残留値（mg／kg）  

作物名 （分析部位）  公的分析機関   社内分析機関  

実施年度  
数  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  

7  

1   3   14  
21   

あさつき （茎葉）  

2005年度   ×3   0．33  
21  0．13   

90  ＜0，1  

ぎぼうし  ロ  150WP  2   119   ＜0．1   

（茎葉）  
150  ＜0．1  ＜0．1   ＜0．1  

2004年度  ロ  ×2  87  ＜0．1  

2   120  ＜0．1  

150           ＜0．1   
0．05  0．05   0．08  0．08  

トマト   4   0．03  0．03   

（果実）  
75WP  14  0．03  0．03  

2006年度  ロ  ×4  0．09   0．07  0．07  

4  7  0．04  0．04  0．04  0．04  
14  0．01  0．01  0，01  n．01  

b  0．10  0．09   0＿03  0、02  0．10  0．09  0．01   0，01  
4                          3  0．05  0．04   0．02  0．02  0、07  0．06  く0．01   ＜0．01   

75WP ×4                                                ヒー、マン′ （果実）  7  0．03  0．03   0．02  0．02  0．03  0．03  く0，01   ＜0．01  

1992年度  ロ  0．04  0．03   0．02  0、02  0．04  0．04  ＜0，01＼   ＜0．01  
4   

7  0．01  0．01   0．04  0＿04   0．02  0．02  ＜0．01   く0．01   

32、5′、   0．05  0．05   ＜0．01 く0．01   0．06  0．06  ＜0．Dl   く0．01  

なす   4   

×4  7  く0．01 ＜0．01   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01 ＜0．01   く0．01  

0．03  0．03  ＜0．01  ＜0．01  0．04  0．04  ＜0．01   ＜0．01  

1  75WP  4  u                     ×4   3  0．02  0．02  く0．01  ＜0．01  0．04  0．04  ＜0．01   ＜0．01      7  く0 
．01  ＜0．01  く0．01 ＜0．Dl   0．01  0，01  く0．01  ＜0．01   

ロ  
0．22  

ししとう  ×4  0．12  

（果実）  
7  く0．04   

2005年度   ロ   
0．25  

×4   
0．21  

7  く0．04   

0．36  

とうがらし  4 3 
0．18  

（果実）  7   0．14   

2005年度   ×4   0．41  
4 3 0．25  

7  0．05   

きゅうり   0．178  0．176  0．03  0．02  0，119  0．114  0．03   0．03   

ロ  
×3  7  仇096  0．092  0．03  

0．03   
ロ   
×5   7  0．149  0．147  0．05  0．04  0．111  0．108  0．03  0．03  

0．033  0．032  く0．02  ＜0．02  0．035  0．034  ＜0．01  く0．01  
ロ  1501VP ×3  3                        3  0．029  0．029  ＜0．02  ＜0．02  0．037  0．034  く0．01  ＜0．01  

7  0．014  0．014  ＜0．02  く0．02  0．012  0．011  く0、01  ＜0．01   

＜別紙3：作物残留試験成績＞  

試  残留値（mg／kg）  

作物名 （分析部位）  公的分析機関  社内分析機関  
実施年度  

数   最高値  平均値  最高値  平瑚引見高値   平均値  最高値  平均値   
0．32  

未成熟 ささげ （さや）  

3   

7  

2004～  ×3  ＜0．08  

2005年度   3   

7  

7  0．310  
3   14  0．262  

21   0．166   

7  0．375  
3   14  0．295  

21   0．160  

0，48   0，48  

食用ぎく （花全体）  ロ  167EC  2  14   
0．23   0．22   

根深ねぎ   7  0．122  D．120  0．17  0．17  0，21   D．20  0．13  0．13   
（茎葉）  3  

1985年度  21  く0．005  ＜0．OD5  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．01 ＜0．01   0．03  0．03  

兼ねぎ  7  0．142  0．137  0．12  0．11  0．13  0．12   0．08  0．07   
（茎葉）  3  

21  0．022  0．020  D．04  仇04  0．03  0，03  0．05  0．04  1985年度  
根深ねぎ  75WP ×3  7  0．20  
（茎葉）  3   14  0，03  
1987年度  21   0．02   
薬ねぎ  7  0．30  
（茎葉）  3   14  0．05  
1987年度   21   0．01   

菓ねぎ   
（茎葉）  

1993年度   ×3   

0．03  0－03  0．05  0．04  
根深ねぎ （茎葉）  

1993年度   0．08  0．08  0．08  0．08   

3  

にんにく   3   7   
188EC ×3  ノ  

ロ  3  

3   7  

14   

ロ  105WP ×3  3  7 14  
0．13  

わけぎ  ＜0．05  

21   ＜0．05   

く0．05  

×3   
く0．05  

21   ＜0．05   

7  2005年度  ロ  751l7p   3  7 14   ／  ／  ／        ＜0．05 ＜0．05 ＜0．05    らっきょう （鱗茎） 2003年度  ロ  150WP ×3  3   14 21  ＜0．05 ＜0．05 ＜0．05  ＜D．05 ＜D．05 く0．05    ／  ／  ／  
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試  残留嘩（mg伐g）  

作物名  
（分析部位）  公的分析機関  社内分析機関  
実施年度  代謝物   ミクロブタニル   代謝物  

数   最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均膳   
7  0．09  

りんご  3   14  0．09  

く果実）  21  0．07   

1987年度   ×3  7  0、01  

14  く0．01  

21  ＜0．01   

14  q．03  0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．D3  0．02  ＜0．01  く0，01  

なし （果実）  

1986年度   ×3   0．08   
3  14  0．   ＜．   

ロ  400WP ×3   3  14 21  ／  0．08  
なし  0．05   

（果実） 1987年度  
0．02  

0．04  

1  0．03  0．03  0．02  0．02  0．03  0、02  ＜0．02  ＜0．02  

4                        3  0．04  0．04  0．02  0．02  0．02  0．02  0．03  0．03  
7  0．04  0，04   0．02  0．02  0．02  

0．13   
4   

250WP  7  q．10  0．10  0．06  0，06  

×3  0．13   

もも  
4   

（果皮）  

7  1．06  

1990年   2．88   
4   

7  2．21  2，16  0、20  0．20  1．40  1．39  0．17  0．16   
3  軋35  8．34  0、10  0．10  0．32  0．32  0．09  0．08  

おうとう  
ロ  350WP  3                      ×3   7  0．27  0．26  0．09  0．09  0，26  0．24  0．07  0．06  

（果実）  

14  0．16  0．15  0，09  0．08  0．10  0．10  0．08  0．08  

0、08  

1991年                                                                         ロ  250WP  3  3  0．36  0．35  0，09  0．08  0．30  0．28  0．08    ×3   7  0．20  0．20  0．14  0，13  0．24  0．24  0．10  0、10  
14  0．13  0．12  0．14  0．13  0．11  0．10  0．09  0．09   

0．17  0．17  ＜0．02  く0．02  0．18  0．18  ＜0，01  ＜0．01  

いちご  1  3   

（果実）  

50WP  7  0．07  0．07  ＜0．02  く0．02  0．08  仇08  

1987年度   ロ  ×3  0．15   
3   

7  0．10  軋10  ＜0．02  ＜0．02  0．06  0．06  く0．01  ＜0．01   

0．07  0，D7  0．02  0．02  0．12  0．11  く0．01  ＜0．01  

いちご  ロ  

（果実）  

7  0．06  D．06  ＜0．01  

1994年度   ロ   
7  0．15  0．14  く0．01  ＜0、01  0．13  0．12  ＜0．01 ＜0．01   

7  0．14  0．14  0．08  0．08  0、13  0．12  0．07  0．07  

かき  
ロ  
×3  

（果実）  

21  0、09  0．08  0，06  0．06  0．07  0．06  

0．20   

1988年度   ロ   
21  0．18  0．18  0．08  0．08  0．1∂      0．04   

かき  200WP  3  7  0．06      く0．01   

（果実）  ×3  0．05  

1991年度   21  0．05   

1  ＜001 ＜0．01 ＜0．02    ＜0．02  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01   

1  5  

すいか  50W王’  7  ＜0，01  ＜0、01  ＜0．02 ＜0．02   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  
（果実）  

1987年度     1  
×5  く0．Dl  ＜D．01  く0．02  ＜0．02 ＜0．01  

5   

7  く0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0、01   

u  ＜0．01  ＜0．01  ＜0、01  く0．01  ＜q．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜仇01  

メロン  
3  3  ＜0．01  く0．01  0．01  0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  

（果実）  

50WP  7  ＜0，01  

ロ  
×3  ＜0．01   

3  3  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  
7  ＜D、01  く0－011＜0，01   ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01   

ロ   90Wl）    1  0．11  0′11iO朋   0．02  0．06  0．06  0．04  0．04        3  3  007  0．07  0．03   0．02  0．03  D．03  0．02  0．02       ×3    7  0 
さやえんどう  ．02  0．02  く0▲02  ＜0．02  ＜0．01  く0．01  ＜0．02  く0．02  
（さや）  1  0＿32  0．32  0．06  0．06   0．23  0．22  0．06  0．06   

ロ   150WP ×  3                     1986年度        3  0．18  （L18  0．05  0．05  0．07  0．0了  0．05  仇04  
3  7  0．06  0．06  0．03  0．03  0．02  0，02  0．02  仇02   

しそ  0．17  0．16  

（花穂）  

05  ×2   0．37  0．36  

0．16  0．16  

（花） 05  

食用金魚草      1   125EC  
／  0．50  0．50  

2  14   ／ ∃ ／  
3   

りんご （果実）    ロ  21  0．12  D，12  ＜0，02  ＜0．02  0．09  0．09  0．01  0．01  

1  

×3   8  

3   15   
22  0．07  0．07  く0．02  ＜0．02  0、06   0．06  D．01  0．01   
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試  残留値（mgノkg）  

公的分析機関  社内分析機関  
作物名 （分析部位） 実施年度   験 園 場  

数  最高値平均値       最高値】平均値   最高値  平均値  最高値  平均値  
7  0．05  

3   14  0．04  
21   0．04   

0．06  0．06  0．07  0．06  0．05  0．04   0．06  0．06  

いちじく   4  3  0，02  仇02  0．05  0．05  0．02  0．02   0．06  0．06   

（果実）  

7  0．01      0．02      0．04  0．04   

1993年度  ロ   
×4   1  

4   3   

7  0，14  0．14   0，10  0．09  0，18  0．18  0．20  0．18   

茶  14  9．57  9．28  1．85  1．83  8．78  8．60  1．50  1．49  

（荒茶）  

2                        21   2．53  2．48  0．55  0．54  2＿41  

14           4．84   
1986年   21  0．96  0．94  0．55  0．55  0，90  0．86  0．47〔）．47  

×2  0，50 0．49   

（浸出液）  
2  21  

1986年   14   
21  0．41  0．38  0，15  0．15  0．17  0．17  0．12  0．11   

＜参照＞  

1 食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一部を改正する件  

（平成17年11月29日付、厚生労働省告示第499号）   

2 農薬抄録「ミクロブタニル」（殺菌剤）（平成19年4月18日改訂）ニダウ・ケミ  

カル日本株式会社、山部公表予定   

3 JMPR：Myclobutanil（Pesticide residuesinfood1992evaluation PartⅡ  

Toxicology）（1992）   

4 USEPA：Myclobutanil．REVISEDHumanHealthRiskAssessmentforProposed  

Uses on Hops and Home Garden FruitTrees，NutTrees，Berries，Mint and  

Vegetables．（2006）   

5 USEPA：FederalRegisterNDl．70，No，163，49499～495O7（2005）   

6 AgricultureCanada：I）ecisionI）ocumentMyclobutanil（1993）   

7 食品健康影響評価について  

（URL：http：／／www、臨c．go．jpnlyOukanly／hy・uke－myCIobutanil－200325．pdf）   

8 第231回食品安全委員会  

（URL二http二／／www．鈷c．go．jp／iinkai／i－dai231／index．html）   

9 第18回食品安全委員会農薬専門調査会確認評価第一部会  

（URL：http：／／www．fsc．gD．jp／senmon／nouyaku／kakuninしdai18／index．html）  

10 第48回食品安全委員会農薬専門調査会幹事会  

（URL：http：／／www．fbc．go・jp／senmon／nouyaku几aruikaしdai48／indexthtml）  

注）試験にはWP：水和剤、EC：乳剤を用いた   
・すべてのデータが定量限界未満の場合は定量限界値の平均にくを付して記載した。   
・代謝物（M3、M4、M8及びM9の合計）の残留値はミクロブタニルに換算して記載した。  

換算係数は  
ミクロブタニル／代謝物＝0．948  
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由験 試験条件  
農作物   

圃場数  
哀太残留量（ppm）く往1）  

畠7日   圃場A：0．04（8回，5日）  

圃場・B：0．11（＃）  

WP  0．2女kgai／ha  圃場・C二0．02（＃）  

きゅ 7  旦回  圃場・D：0．04（＃）  

散布  
β日  

圃場E：0．02は）  

圃場F：0．・01（＃）  

SC  圃場G： 

圃場A∴0．17（＃）  

圃場B：0．05（＃） 
WP  ’0．22kgai／ha   

ズッキ⊥ニ   6 旦回   

・♂日  
圃場C：0．25（＃）  

散布  
圃場D：0．14（＃）  

邑7日   圃場E：0．09（8回；7日）  

SC ♂日 圃場・F：0．05（‡）   

圃場A：0．61（‡）  

圃場B：0．05（＃）  

WP   0． β日  圃場℃：0．07（‡）  

カンタロープ  7  旦回  圃場D：0．28（＃）  

散布  圃場E：0．崩（＃）  

6日   圃場－F：0．04  

SC  β日   圃場G：0．24（＃）   

圃場A：0．84▼（10回，幻日）（＃）  

■1も21日          圃場B・：4．34（10回，21日）（＃）  
圃場C：0．76（＃）  

14日  
魔場D：1．61（＃） 

圃場E：0．60（＃）  

0．14～0．28kg  
〃日  

圃場F：1．65（‡）  

、ai／ha 圃場G：・0．27（＃）  

圃場H：0．・52（＃）  
散布 14日  

圃場Ⅰ：0．12（‡）  

圃場J■：0．22（‡）  

圃場K∴0．21（‡）  

WP 
14，21日 

圃場M：0．44（＃）  

圃場N；0．83（＃）  

ぶどう   29  Jβ回  圃場0：1．08（＃）  

圃場P：0．34（＃） 

圃場Q：0．31（＃）  

0．225～0．45kg  厩場R：0．91（‡）  

ai／hム  置場S：0．34（＃）  

圃場T：2．6糾＃）  
散布 

14日  圃場U：1．19（＃） 

圃場Ⅴ：1．43（＃） 

圃場W：4、10（＃）  

圃場Ⅹ・：1．6（削  

圃場Y：1．18（＃）  
0．225kg  圃場Z：0．、49（＃）  

SC 
a 

圃場AA：0．42（＃）  

散布  圃場A8：0．■61（＃）  

圃場・AC：0．66（＃）   

7日  0．17／0．16／0．15   
0・02kgai／10a   

とうがらし   WP  手回  
散痛 

（注1）最大残留量：◆当該農薬わ申請り範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間  
を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施  
し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定におけ  
る暴露評価の精密化に係る意見具申」） 
表中、－最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定され  
たデータがある場合において」収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らな  
いため、最大使用条件以外で最大残留量が得ちれた場合は、1その使用回数及び琴遥呂数i㌢⊃いて．L  
）内‾に記載した。   

（注2）（＃）：これらの作物残留試験は、申請の適用範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲  
内ではない試験条件を斜体で示した。  

－6－   




